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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアントデバイスのグループベースコミュニケーションインタフェースを更新する
コンピュータで実現される方法であって、前記グループベースコミュニケーションインタ
フェースは、複数のグループベースコミュニケーションチャンネルを示すチャンネルリス
トペインを備え、前記コンピュータで実現される方法は、
　外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求を受け取ることであって、前
記外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求は、第１グループＩＤ（iden
tification）及び第２グループＩＤを含む、外部と共有されるコミュニケーションチャン
ネル生成要求を受け取ること、及び
　前記クライアントデバイスが、前記第１グループＩＤ又は前記第２グループＩＤのうち
の１つに関連付けられているという判断に応答して、前記グループベースコミュニケーシ
ョンインタフェースの前記チャンネルリストペインにおいて、前記クライアントデバイス
に関連付けられた１つ以上の内部で共有されるコミュニケーションチャンネルを含む内部
で共有されるコミュニケーションチャンネルリスト、及び前記クライアントデバイスに関
連付けられた１つ以上の外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを含む外部と共
有されるコミュニケーションチャンネルリストの表示を行うこと
を含み、
　前記１つ以上の内部で共有されるコミュニケーションチャンネルは、前記第１グループ
ＩＤに関連付けられた第１ユーザ群にだけアクセス可能であり、
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　前記１つ以上の外部と共有されるコミュニケーションチャンネルのうちの少なくとも１
つの外部と共有されるコミュニケーションチャンネルは、前記第１グループＩＤ又は前記
第２グループＩＤに関連付けられた第２ユーザ群にアクセス可能であり、
　前記１つ以上の内部で共有されるコミュニケーションチャンネルのそれぞれは、第１複
数メッセージングコミュニケーションを通信するよう構成され、
　前記１つ以上の外部と共有されるコミュニケーションチャンネルのそれぞれは、第２複
数メッセージングコミュニケーションを通信するよう構成され、
　前記チャンネルリストペインは、関連付けられたグループベースコミュニケーションチ
ャンネルが外部と共有されていることを示す、前記１つ以上の外部と共有されるコミュニ
ケーションチャンネルの個々に関連付けられた外部と共有されるコミュニケーションチャ
ンネルステータス指示子をさらに含む
コンピュータで実現される方法。
【請求項２】
　前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求は、前記第１グループＩ
Ｄに関連付けられた第１の外部と共有されるコミュニケーションチャンネル指示子、及び
前記第２グループＩＤに関連付けられた第２の外部と共有されるコミュニケーションチャ
ンネル指示子をさらに含み、
　前記コンピュータで実現される方法は、
　前記クライアントデバイスが前記第１グループＩＤに関連付けられているという判断に
応答して、前記チャンネルリストペインにおいて、前記第１の外部と共有されるコミュニ
ケーションチャンネル指示子を表示すること、及び
　前記クライアントデバイスが前記第２グループＩＤと関連付けられているという判断に
応答して、前記チャンネルリストペインにおいて、前記第２の外部と共有されるコミュニ
ケーションチャンネル指示子を表示すること
をさらに含む、請求項１に記載のコンピュータで実現される方法。
【請求項３】
　前記グループベースコミュニケーションインタフェースは、１つ以上のユーザアイコン
を備えるチャンネルユーザフレックスペインをさらに備える
請求項１に記載のコンピュータで実現される方法。
【請求項４】
　前記１つ以上のユーザアイコンのそれぞれは、対応するユーザアバター及び対応するグ
ループアイコンを含む
請求項３に記載のコンピュータで実現される方法。
【請求項５】
　前記グループベースコミュニケーションインタフェースは、チャンネルメッセージング
ペイン及びチャンネル入力ボックスをさらに備える
請求項１に記載のコンピュータで実現される方法。
【請求項６】
　前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネルリストから選択された外部と共有
されるコミュニケーションチャンネルの電子的表示を前記クライアントデバイスから受け
取ること、
　前記チャンネルメッセージングペインにおいて、前記選択された外部と共有されるコミ
ュニケーションチャンネルに関連付けられた１つ以上のユーザメッセージを表示すること
、
　前記選択された外部と共有されるコミュニケーションチャンネルに関連付けられたユー
ザ入力を、前記チャンネル入力ボックスにおいて前記クライアントデバイスから受け取る
こと、及び
　前記チャンネルメッセージングペインにおいて前記ユーザ入力を表示すること
をさらに含む
請求項５に記載のコンピュータで実現される方法。
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【請求項７】
　前記第１複数メッセージングコミュニケーションのそれぞれは、前記第１グループＩＤ
に関連付けられ、前記第２グループＩＤには関連付けられず、
　前記第２複数メッセージングコミュニケーションのうちの少なくとも一部は、前記第１
グループＩＤ及び前記第２グループＩＤに関連付けられる
請求項１に記載のコンピュータで実現される方法。
【請求項８】
　前記第１グループＩＤは、前記第２グループＩＤとは異なり、
　前記第１グループＩＤに関連付けられた前記第１ユーザ群は、前記少なくとも１つの外
部と共有されるコミュニケーションチャンネルにアクセスするための、前記第２グループ
ＩＤに関連付けられた前記第２ユーザ群に関連付けられた第２プライバシー設定とは異な
る第１プライバシー設定に関連付けられる
請求項１に記載のコンピュータで実現される方法。
【請求項９】
　クライアントデバイスのグループベースコミュニケーションインタフェースを更新する
装置であって、前記グループベースコミュニケーションインタフェースは、複数のグルー
プベースコミュニケーションチャンネルを示すチャンネルリストペインを備え、前記装置
は、少なくとも１つのプロセッサ及びプログラムコードを含む少なくとも１つの非一時的
メモリを備え、前記少なくとも１つの非一時的メモリ及び前記プログラムコードは、前記
少なくとも１つのプロセッサと共に、前記装置に
　外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求を受け取ることであって、前
記外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求は、第１グループＩＤ及び第
２グループＩＤを含む、外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求を受け
取ること、及び
　前記クライアントデバイスが、前記第１グループＩＤ又は前記第２グループＩＤのうち
の１つと関連付けられているという判断に応答して、前記グループベースコミュニケーシ
ョンインタフェースの前記チャンネルリストペインにおいて、前記クライアントデバイス
に関連付けられた１つ以上の内部で共有されるコミュニケーションチャンネルを含む内部
で共有されるコミュニケーションチャンネルリスト、及び前記クライアントデバイスに関
連付けられた１つ以上の外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを含む外部と共
有されるコミュニケーションチャンネルリストの表示を行うこと
を少なくともさせ、
　前記１つ以上の内部で共有されるコミュニケーションチャンネルは、前記第１グループ
ＩＤに関連付けられた第１ユーザ群にだけアクセス可能であり、
　前記１つ以上の外部と共有されるコミュニケーションチャンネルのうちの少なくとも１
つの外部と共有されるコミュニケーションチャンネルは、前記第１グループＩＤ又は前記
第２グループＩＤに関連付けられた第２ユーザ群にアクセス可能であり、
　前記１つ以上の内部で共有されるコミュニケーションチャンネルのそれぞれは、第１複
数メッセージングコミュニケーションを通信するよう構成され、
　前記１つ以上の外部と共有されるコミュニケーションチャンネルのそれぞれは、第２複
数メッセージングコミュニケーションを通信するよう構成され、
　前記チャンネルリストペインは、関連付けられたグループベースコミュニケーションチ
ャンネルが外部と共有されていることを示す、前記１つ以上の外部と共有されるコミュニ
ケーションチャンネルの個々に関連付けられた外部と共有されるコミュニケーションチャ
ンネルステータス指示子をさらに含む
装置。
【請求項１０】
　前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求は、前記第１グループＩ
Ｄに関連付けられた第１の外部と共有されるコミュニケーションチャンネル指示子、及び
前記第２グループＩＤに関連付けられた第２の外部と共有されるコミュニケーションチャ
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ンネル指示子をさらに含み、
　前記少なくとも１つの非一時的メモリ及び前記プログラムコードは、前記少なくとも１
つのプロセッサと共に、前記装置に
　前記クライアントデバイスが前記第１グループＩＤに関連付けられているという判断に
応答して、前記チャンネルリストペインにおいて、前記第１の外部と共有されるコミュニ
ケーションチャンネル指示子を表示すること、及び
　前記クライアントデバイスが前記第２グループＩＤと関連付けられているという判断に
応答して、前記チャンネルリストペインにおいて、前記第２の外部と共有されるコミュニ
ケーションチャンネル指示子を表示すること
をさらにさせる、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記グループベースコミュニケーションインタフェースは、１つ以上のユーザアイコン
を備えるチャンネルユーザフレックスペインをさらに備える
請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記１つ以上のユーザアイコンのそれぞれは、対応するユーザアバター及び対応するグ
ループアイコンを含む
請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記グループベースコミュニケーションインタフェースは、チャンネルメッセージング
ペイン及びチャンネル入力ボックスをさらに備える
請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの非一時的メモリ及び前記プログラムコードは、前記少なくとも１
つのプロセッサと共に、前記装置に
　前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネルリストから選択された外部と共有
されるコミュニケーションチャンネルの電子的表示を前記クライアントデバイスから受け
取ること、
　前記チャンネルメッセージングペインにおいて、前記選択された外部と共有されるコミ
ュニケーションチャンネルに関連付けられた１つ以上のユーザメッセージを表示すること
、
　前記選択された外部と共有されるコミュニケーションチャンネルに関連付けられたユー
ザ入力を、前記チャンネル入力ボックスにおいて前記クライアントデバイスから受け取る
こと、及び
　前記チャンネルメッセージングペインにおいて前記ユーザ入力を表示すること
をさらにさせる、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第１複数メッセージングコミュニケーションのそれぞれは、前記第１グループＩＤ
に関連付けられ、前記第２グループＩＤには関連付けられず、
　前記第２複数メッセージングコミュニケーションのうちの少なくとも一部は、前記第１
グループＩＤ及び前記第２グループＩＤに関連付けられる
請求項９に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１グループＩＤは、前記第２グループＩＤとは異なり、
　前記第１グループＩＤに関連付けられた前記第１ユーザ群は、前記少なくとも１つの外
部と共有されるコミュニケーションチャンネルにアクセスするための、前記第２グループ
ＩＤに関連付けられた前記第２ユーザ群に関連付けられた第２プライバシー設定とは異な
る第１プライバシー設定に関連付けられる
請求項９に記載の装置。
【請求項１７】
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　クライアントデバイスのグループベースコミュニケーションインタフェースを更新する
コンピュータプログラムであって、前記グループベースコミュニケーションインタフェー
スは、複数のグループベースコミュニケーションチャンネルを示すチャンネルリストペイ
ンを備え、前記コンピュータプログラムは、コンピュータに
　外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求を受け取ることであって、前
記外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求は、第１グループＩＤ及び第
２グループＩＤを含む、外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求を受け
取ること、及び
　前記クライアントデバイスが、前記第１グループＩＤ又は前記第２グループＩＤのうち
の１つと関連付けられているという判断に応答して、前記グループベースコミュニケーシ
ョンインタフェースの前記チャンネルリストペインにおいて、前記クライアントデバイス
に関連付けられた１つ以上の内部で共有されるコミュニケーションチャンネルを含む内部
で共有されるコミュニケーションチャンネルリスト、及び前記クライアントデバイスに関
連付けられた１つ以上の外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを含む外部と共
有されるコミュニケーションチャンネルリストの表示を行うこと
を実行させ、
　前記１つ以上の内部で共有されるコミュニケーションチャンネルは、前記第１グループ
ＩＤに関連付けられた第１ユーザ群にだけアクセス可能であり、
　前記１つ以上の外部と共有されるコミュニケーションチャンネルのうちの少なくとも１
つの外部と共有されるコミュニケーションチャンネルは、前記第１グループＩＤ又は前記
第２グループＩＤに関連付けられた第２ユーザ群にアクセス可能であり、
　前記１つ以上の内部で共有されるコミュニケーションチャンネルのそれぞれは、第１複
数メッセージングコミュニケーションを通信するよう構成され、
　前記１つ以上の外部と共有されるコミュニケーションチャンネルのそれぞれは、第２複
数メッセージングコミュニケーションを通信するよう構成され、
　前記チャンネルリストペインは、関連付けられたグループベースコミュニケーションチ
ャンネルが外部と共有されていることを示す、前記１つ以上の外部と共有されるコミュニ
ケーションチャンネルの個々に関連付けられた外部と共有されるコミュニケーションチャ
ンネルステータス指示子をさらに含む
コンピュータプログラム。
【請求項１８】
　前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求は、前記第１グループＩ
Ｄに関連付けられた第１の外部と共有されるコミュニケーションチャンネル指示子、及び
前記第２グループＩＤに関連付けられた第２の外部と共有されるコミュニケーションチャ
ンネル指示子をさらに含み、
　前記コンピュータプログラムは、コンピュータに
　前記クライアントデバイスが前記第１グループＩＤに関連付けられているという判断に
応答して、前記チャンネルリストペインにおいて、前記第１の外部と共有されるコミュニ
ケーションチャンネル指示子を表示すること、及び
　前記クライアントデバイスが前記第２グループＩＤと関連付けられているという判断に
応答して、前記チャンネルリストペインにおいて、前記第２の外部と共有されるコミュニ
ケーションチャンネル指示子を表示すること
をさらに実行させる、請求項１７に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１９】
　前記グループベースコミュニケーションインタフェースは、１つ以上のユーザアイコン
を備えるチャンネルユーザフレックスペインをさらに備える
請求項１７に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２０】
　前記１つ以上のユーザアイコンのそれぞれは、対応するユーザアバター及び対応するグ
ループアイコンを含む
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請求項１９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２１】
　前記グループベースコミュニケーションインタフェースは、チャンネルメッセージング
ペイン及びチャンネル入力ボックスをさらに備え、
　前記コンピュータプログラムは、コンピュータに
　前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネルリストから選択された外部と共有
されるコミュニケーションチャンネルの電子的表示を前記クライアントデバイスから受け
取ること、
　前記チャンネルメッセージングペインにおいて、前記選択された外部と共有されるコミ
ュニケーションチャンネルに関連付けられた１つ以上のユーザメッセージを表示すること
、
　前記選択された外部と共有されるコミュニケーションチャンネルに関連付けられたユー
ザ入力を、前記チャンネル入力ボックスにおいて前記クライアントデバイスから受け取る
こと、及び
　前記チャンネルメッセージングペインにおいて前記ユーザ入力を表示すること
をさらに実行させる、請求項１７に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２２】
　前記第１複数メッセージングコミュニケーションのそれぞれは、前記第１グループＩＤ
に関連付けられ、前記第２グループＩＤには関連付けられず、
　前記第２複数メッセージングコミュニケーションのうちの少なくとも一部は、前記第１
グループＩＤ及び前記第２グループＩＤに関連付けられる
請求項１７に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２３】
　前記第１グループＩＤは、前記第２グループＩＤとは異なり、
　前記第１グループＩＤに関連付けられた前記第１ユーザ群は、前記少なくとも１つの外
部と共有されるコミュニケーションチャンネルにアクセスするための、前記第２グループ
ＩＤに関連付けられた前記第２ユーザ群に関連付けられた第２プライバシー設定とは異な
る第１プライバシー設定に関連付けられる
請求項１７に記載のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　さまざまなシステムは、外部と共有されたコミュニケーションチャンネルを確立するよ
う構成される。出願人は、既存のシステムに関連する多くの欠点及び課題を特定した。注
がれた努力、創意、及び革新を通して、これら特定された欠点及び課題の多くは、本発明
の実施形態による解法を開発することによって解決され、これらの多くの例は、ここで詳
細に記載される。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００２】
　大まかには、本発明の実施形態は、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを
生成する方法、装置、システム、計算デバイス及び／又は等を提供する。
【０００３】
　ある局面によれば、グループベースコミュニケーションプラットフォームにおいて外部
と共有されるコミュニケーションチャンネルを作成するコンピュータで実現される方法が
提供される。前記グループベースコミュニケーションプラットフォームは、複数のデータ
ベースシャードを有し得る。前記コンピュータで実現される方法は、イニシエータグルー
プＩＤに関連付けられた第１クライアントデバイスから、前記イニシエータグループＩＤ
及びターゲットグループＩＤに関連付けられた共有されるコミュニケーションチャンネル
生成クエリを受け取ること、前記グループベースコミュニケーションプラットフォームに
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おいて、共有されるコミュニケーションチャンネルシャードを生成することであって、前
記共有されるコミュニケーションチャンネルシャードは、共有されるコミュニケーション
チャンネルＩＤが割り当てられ、グループベースコミュニケーションプラットフォームは
、前記イニシエータグループＩＤに関連付けられた第１データベースシャード、及び前記
ターゲットグループＩＤに関連付けられた第２データベースシャードを含む、共有される
コミュニケーションチャンネルシャードを生成すること、前記ターゲットグループＩＤに
関連付けられた第２クライアントデバイスに、共有されるコミュニケーションチャンネル
承認要求を送信することであって、前記共有されるコミュニケーションチャンネル承認要
求は、前記共有されるコミュニケーションチャンネルＩＤと関連付けられる、共有される
コミュニケーションチャンネル承認要求を送信すること、共有されるコミュニケーション
チャンネル承認通知を受け取ることであって、前記共有されるコミュニケーションチャン
ネル承認通知は、前記共有されるコミュニケーションチャンネルＩＤを前記ターゲットグ
ループＩＤと関連付ける電子許可を含む、共有されるコミュニケーションチャンネル承認
通知を受け取ること、メインデータベースにおいて、前記イニシエータグループＩＤ、前
記ターゲットグループＩＤ、及び前記共有されるコミュニケーションチャンネルＩＤに基
づいて、シャード参照テーブルを更新すること、及び前記共有されるコミュニケーション
チャンネルシャードに基づいて、前記共有されるコミュニケーションチャンネルの、外部
と共有されるグループベース共有コミュニケーションチャンネルインタフェースを前記第
１クライアントデバイス及び前記第２クライアントデバイスのそれぞれに送信すること
を含み得る。
【０００４】
　他の局面によれば、前記シャード参照テーブルは、前記イニシエータグループＩＤ及び
前記第１データベースシャードの間の第１参照関係、及び前記ターゲットグループＩＤ及
び前記第２データベースシャードの間の第２参照関係を含む。
【０００５】
　他の局面によれば、前記シャード参照テーブルを更新することは、前記イニシエータグ
ループＩＤに基づいて、前記シャード参照テーブルにおいて前記第１参照関係を特定する
こと、前記ターゲットグループＩＤに基づいて、前記シャード参照テーブルにおいて前記
第２参照関係を特定すること、及び前記第１参照関係、前記第２参照関係、及び前記共有
されるコミュニケーションチャンネルＩＤの間の第３参照関係を生成することをさらに含
み得る。
【０００６】
　他の局面によれば、クライアントデバイスのグループベースコミュニケーションインタ
フェースを更新するコンピュータで実現される方法が提供される。前記グループベースコ
ミュニケーションインタフェースは、チャンネルメッセージングペイン及び複数のグルー
プベースコミュニケーションチャンネルを示すチャンネルリストペインを定義し得る。前
記方法は、外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求を受け取ることであ
って、前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求は、第１グループＩ
Ｄ及び第２グループＩＤを含む、外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要
求を受け取ること、前記クライアントデバイスが、前記第１グループＩＤ又は前記第２グ
ループＩＤのうちの１つと関連付けられているかを判断すること、及び前記クライアント
デバイスが、前記第１グループＩＤ又は前記第２グループＩＤのうちの１つと関連付けら
れているという判断に応答して、前記チャンネルリストペインにおいて、外部と共有され
るコミュニケーションチャンネルリストサブペインを生成することを含み得る。
【０００７】
　他の局面によれば、前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネルリストサブペ
インは、前記クライアントデバイスと関連付けられた１つ以上の外部と共有されるコミュ
ニケーションチャンネルのリストを示す。
【０００８】
　他の局面によれば、前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネル生成要求は、
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前記第１グループＩＤと関連付けられた第１の外部と共有されるコミュニケーションチャ
ンネル指示子、及び前記第２グループＩＤと関連付けられた第２の外部と共有されるコミ
ュニケーションチャンネル指示子をさらに含み、前記チャンネルリストペインにおいて、
前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネルリストサブペインを生成することは
、前記クライアントデバイスが前記第１グループＩＤと関連付けられているという判断に
応答して、前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネルリストサブペインにおい
て、前記第１の外部と共有されるコミュニケーションチャンネル指示子を表示すること、
及び前記クライアントデバイスが前記第２グループＩＤと関連付けられているという判断
に応答して、前記外部と共有されるコミュニケーションチャンネルリストサブペインにお
いて、前記第２の外部と共有されるコミュニケーションチャンネル指示子を表示すること
をさらに含む。
【０００９】
　他の局面によれば、グループベースコミュニケーションプラットフォームにおいて外部
と共有されるコミュニケーションチャンネルを作成する装置が提供される。ある実施形態
では、前記グループベースコミュニケーションプラットフォームは、複数のデータベース
シャードを有し、前記装置は、少なくとも１つのプロセッサ及びプログラムコードを含む
少なくとも１つの非一時的メモリを備える。前記少なくとも１つの非一時的メモリ及び前
記プログラムコードは、前記プロセッサと共に、前記プロセッサにイニシエータグループ
ＩＤに関連付けられた第１クライアントデバイスから、前記イニシエータグループＩＤ及
びターゲットグループＩＤに関連付けられた共有されるコミュニケーションチャンネル生
成クエリを受け取ること、前記グループベースコミュニケーションプラットフォームにお
いて、共有されるコミュニケーションチャンネルシャードを生成することであって、前記
共有されるコミュニケーションチャンネルシャードは、共有されるコミュニケーションチ
ャンネルＩＤが割り当てられ、グループベースコミュニケーションプラットフォームは、
前記イニシエータグループＩＤに関連付けられた第１データベースシャード、及び前記タ
ーゲットグループＩＤに関連付けられた第２データベースシャードを含む、共有されるコ
ミュニケーションチャンネルシャードを生成すること、前記ターゲットグループＩＤに関
連付けられた第２クライアントデバイスに、共有されるコミュニケーションチャンネル承
認要求を送信することであって、前記共有されるコミュニケーションチャンネル承認要求
は、前記共有されるコミュニケーションチャンネルＩＤと関連付けられる、共有されるコ
ミュニケーションチャンネル承認要求を送信すること、共有されるコミュニケーションチ
ャンネル承認通知を受け取ることであって、前記共有されるコミュニケーションチャンネ
ル承認通知は、前記共有されるコミュニケーションチャンネルＩＤを前記ターゲットグル
ープＩＤと関連付ける電子許可を含む、共有されるコミュニケーションチャンネル承認通
知を受け取ること、メインデータベースにおいて、前記イニシエータグループＩＤ、前記
ターゲットグループＩＤ、及び前記共有されるコミュニケーションチャンネルＩＤに基づ
いて、シャード参照テーブルを更新すること、及び前記共有されるコミュニケーションチ
ャンネルシャードに基づいて、前記共有されるコミュニケーションチャンネルの、外部と
共有されるグループベース共有コミュニケーションチャンネルインタフェースを前記第１
クライアントデバイス及び前記第２クライアントデバイスのそれぞれに送信することをさ
せる。
【００１０】
　他の局面によれば、コンピュータプログラム製品が提供される。前記コンピュータプロ
グラム製品は、その中に記憶されたコンピュータ読み取り可能なプログラムコード部を有
する少なくとも１つの非一時的コンピュータ読み取り可能な記憶媒体を備え、前記コンピ
ュータ読み取り可能なプログラムコード部は、イニシエータグループＩＤに関連付けられ
た第１クライアントデバイスから、前記イニシエータグループＩＤ及びターゲットグルー
プＩＤに関連付けられた共有されるコミュニケーションチャンネル生成クエリを受け取り
、前記グループベースコミュニケーションプラットフォームにおいて、共有されるコミュ
ニケーションチャンネルシャードを生成することであって、前記共有されるコミュニケー
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ションチャンネルシャードは、共有されるコミュニケーションチャンネルＩＤが割り当て
られ、グループベースコミュニケーションプラットフォームは、前記イニシエータグルー
プＩＤに関連付けられた第１データベースシャード、及び前記ターゲットグループＩＤに
関連付けられた第２データベースシャードを含む、共有されるコミュニケーションチャン
ネルシャードを生成し、前記ターゲットグループＩＤに関連付けられた第２クライアント
デバイスに、共有されるコミュニケーションチャンネル承認要求を送信することであって
、前記共有されるコミュニケーションチャンネル承認要求は、前記共有されるコミュニケ
ーションチャンネルＩＤと関連付けられる、共有されるコミュニケーションチャンネル承
認要求を送信し、共有されるコミュニケーションチャンネル承認通知を受け取ることであ
って、前記共有されるコミュニケーションチャンネル承認通知は、前記共有されるコミュ
ニケーションチャンネルＩＤを前記ターゲットグループＩＤと関連付ける電子許可を含む
、共有されるコミュニケーションチャンネル承認通知を受け取り、メインデータベースに
おいて、前記イニシエータグループＩＤ、前記ターゲットグループＩＤ、及び前記共有さ
れるコミュニケーションチャンネルＩＤに基づいて、シャード参照テーブルを更新し、及
び前記共有されるコミュニケーションチャンネルシャードに基づいて、前記共有されるコ
ミュニケーションチャンネルの、外部と共有されるグループベース共有コミュニケーショ
ンチャンネルインタフェースを前記第１クライアントデバイス及び前記第２クライアント
デバイスのそれぞれに送信するよう構成された実行可能部を備える。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　一般的な語でいくつかの実施形態をこのように記載して、添付図面がここで参照され、
これらは、必ずしも縮尺通りではない。
【図１】図１は、本発明のある実施形態によるグループベースコミュニケーションプラッ
トフォームの例示的システムアーキテクチャの図である。
【図２】図２は、本発明のある実施形態によるメッセージサーバの例示的概略図である。
【図３】図３は、本発明のある実施形態によるネットワークアプリケーションサーバの例
示的概略図である。
【図４】図４は、本発明のある実施形態による例示的方法を示す例示的フローチャートで
ある。
【図５】図５は、本発明のある実施形態による例示的方法を示す例示的フローチャートで
ある。
【図６】図６は、本発明のある実施形態による例示的方法を示す例示的フローチャートで
ある。
【図７】図７は、本発明のある実施形態による例示的方法を示す例示的フローチャートで
ある。
【図８Ａ】図８Ａは、本発明のある実施形態による例示的ユーザインタフェースのさまざ
まな要素を示す。
【図８Ｂ】図８Ｂは、本発明のある実施形態による例示的ユーザインタフェースのさまざ
まな要素を示す。
【図８Ｃ】図８Ｃは、本発明のある実施形態による例示的ユーザインタフェースのさまざ
まな要素を示す。
【図８Ｄ】図８Ｄは、本発明のある実施形態による例示的ユーザインタフェースのさまざ
まな要素を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明のさまざまな実施形態がここで添付の図面を参照してより完全に以下に記載され
、図面において、本発明の全てではないがいくつかの実施形態が示される。実際、本発明
は、多くの異なる形態で実現され得て、ここで述べられた実施形態に限定されるように解
釈されるべきではない。むしろ、これら実施形態は、本開示が適用され得る法的要件を満
足するように提供される。「又は（or）」という語は、ここでは、そうではないと明示さ
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れない限り、択一的及び接続的の両方の意味で用いられる。「説明のための（illustrati
ve）」及び「例示的（exemplary）」という語は、質のレベルを明示しない例として用い
られる。同様の番号は、同様の要素を通して参照する。
【００１３】
　概観
　本発明のさまざまな実施形態は、おおまかには、グループベースコミュニケーションプ
ラットフォームにおいて外部と共有されるコミュニケーションチャンネルの確立に関する
。グループベースコミュニケーションプラットフォームは、複数のクライアントデバイス
と通信するよう構成され、複数のネットワークデータベースを操作する。クライアントデ
バイスのそれぞれは、グループＩＤ（group identification）と関連付けられ得て、これ
は、クライアントデバイスが関連付けられているグループ又は組織を示し得る。例えば、
特定の組織は、グループベースコミュニケーションプラットフォームに接続された複数の
クライアントデバイスを有し得て、グループベースコミュニケーションプラットフォーム
は、それぞれのクライアントデバイスを特定の組織と関連付けられているとして特定する
。
【００１４】
　グループベースコミュニケーションプラットフォームは、複数のデータベースシャード
も含み、それぞれのデータベースシャードは、特定のグループＩＤに関連するデータを記
憶する。例えば、データベースシャードは、特定の組織のメンバに関連付けられた電子コ
ミュニケーションデータを記憶し得て、これにより、その特定の組織のメンバは、リアル
タイムで同じ組織の他のメンバとコミュニケーションし、データをやりとりできる。この
例では、その組織そのものがデータベースシャードの所有者であり、関連するデータがど
こにどのように記憶されるかを支配する。これは、データ保持、展開（unfurling）、及
びインテグレーション（integration）設定のような、多くの技術的なタスクを簡略化す
る。
【００１５】
　しかし、既存のシステム及びアプローチは、それぞれのデータベースシャードは単一の
組織によってしか所有され得ないため、異なる組織の間でのデータ交換及び通信について
のサポートを提供しないので、多くの技術的な制約及び制限によって悩まされている。例
えば、組織ＸのユーザTonyがデータ（組織Ｘのデータベースシャードに記憶されている）
を組織Ｙの他のユーザFrankと共有しようとするとき、Tonyは、当該データを他の通信手
段を通じて交換しなければならず、これは通信遅延及び非効率を生じ得る。データは、も
ともと、タイムセンシティブかつ動的であり得るので、既存システムの技術的制限は、デ
ータの完全性を損ね、ネットワークリソースを枯渇し得る。
【００１６】
　加えて、既存のシステムは、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルにおいて
ユーザアイデンティティ（user identities）を管理するようには管理されていない。例
えば、Tonyは、組織Ｘ及び組織Ｚの両方のメンバであり得る。Tonyは、組織Ｘ内のコミュ
ニケーションチャンネルと関連付けられたアイデンティティ（“Tony-X”）、及び組織Ｚ
内のコミュニケーションチャンネルと関連付けられたもう一つのアイデンティティ（“To
ny-Z”）を有し得る。組織Ｘ及び組織Ｚを接続する外部と共有されるコミュニケーション
チャンネルにおいて、既存のシステムは、“Tony-X”及び“Tony-Z”を両立させることが
不可能であり、“Tony-X”及び“Tony-Z”は、２人の異なる個人であると間違って判断し
得る。既存のシステムは、Tonyを組織Ｘのメンバと判断し、さらには組織Ｚの個人又はゲ
ストと判断もし得て、これは、データ管理においてコンフリクトを生じ得る。
【００１７】
　本発明のさまざまな実施形態によって構築されたシステムは、既存のシステムが直面す
る問題を克服する。
【００１８】
　上の「TonyからFrank」の議論に続いて、本発明のさまざまな実施形態によって構築さ



(11) JP 6911189 B2 2021.7.28

10

20

30

40

50

れたグループベースコミュニケーションプラットフォーム（例えばSLACK（登録商標）に
よって提供されるクラウドベースのグループコラボレーションツール）におけるTonyは、
外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを通してFrankとリアルタイムでデータ
を交換することができる。換言すれば、組織Ｘ及び組織Ｙのメンバは、あたかも彼らが同
じ組織に所属するかのように、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルにおいて
コンテンツを見てデータを共有することができる。ネットワークアプリケーション及び他
のソフトウェアインテグレーションは、外部と共有されるコミュニケーションチャンネル
において動作し続け、それぞれの組織は、そのそれぞれのチャンネルエクスペリエンスに
適用するそれ自身の基本設定（preferences）を維持する。
【００１９】
　上の“Tony-X/Tony-Z”の議論から続いて、本発明のさまざまな実施形態によって構築
されたグループベースコミュニケーションプラットフォームにおいて、Tonyには、Tonyを
組織Ｘ及び組織Ｚの両方のメンバとして認識する統一されたアイデンティティが割り当て
られる。換言すれば、SLACK（登録商標）によって提供される、このクラウドベースのグ
ループコラボレーションツールは、個人を別個のチームのメンバとして認識し得るアイデ
ンティティの合体を作ることができる。
【００２０】
　ユーザエクスペリエンスの観点から、本発明のさまざまな実施形態によって構築された
システムは、組織の生産性及び効率を大幅に向上させることができる。これらは、他の形
態の通信（電子メールのような）の必要性も低減し、異なる組織の間でより良いコラボレ
ーションを提供しつつ、チームの間のチャンネルの非接続を除去する。加えて、それらは
、非対称でカスタマイズ可能なプライバシー設定を提供するよう構成され、ここで、２つ
のチーム間の外部と共有されるコミュニケーションチャンネルは、あるチームについてあ
る一つのプライバシーコンフィギュレーションを有し、もう一つのチームについて異なる
コンフィギュレーションを有し得る。さらに、外部と共有されるコミュニケーションチャ
ンネルは、クロスネットワーク効果を作り得て、これは、異なる組織又は異なるグループ
からのユーザリテンション率を増す。
【００２１】
　開発者の観点からは、本発明のさまざまな実施形態によって構築されたシステムは、デ
ータの取得及び適切な可視性のためのサポートを提供しつつ、保存設定（retention sett
ings）の柔軟性を提供する。それらは、チャンネルに基づいたチームの選択的接続と共に
、チャンネルの選択的接続も可能にする。
【００２２】
　よって、本発明のさまざまな実施形態によって構築されたシステムは、既存のシステム
が直面する技術的問題に対して、具体的な、技術的な解法を提供し、その詳細が以下に説
明される。
【００２３】
　定義
　ここで用いられるように「データ」、「コンテンツ」、「情報」という語、及び同様の
語は、本発明の実施形態に従って送信、受信、及び／又は記憶されることが可能なデータ
を表すために相互交換的に用いられ得る。よって、任意のそのような語の使用は、本発明
の実施形態の精神及び範囲を限定するように解釈されるべきではない。さらに、データを
他の計算デバイスから受け取るための計算デバイスがここで記載されるが、このデータは
、他の計算デバイスから直接に受け取られてもよく、又は、例えば、１つ以上のサーバ、
リレー、ルータ、ネットワークアクセスポイント、基地局、ホスト、及び／又は同様のも
ののような、１つ以上の媒介する計算デバイスを介して間接的に受け取られてもよいこと
が理解されよう。同様に、計算デバイスは、他の計算デバイスにデータを送るようここで
は記載されるが、このデータは、他の計算デバイスに直接に送られてもよく、又は１つ以
上の中間計算デバイスを介して、例えば１つ以上のサーバ、リレー、ルータ、ネットワー
クアクセスポイント、基地局、ホスト及び／又はその他を介して、間接的に送られてもよ



(12) JP 6911189 B2 2021.7.28

10

20

30

40

50

いことが理解されるだろう。
【００２４】
　「ユーザ」という語は、個人、複数の個人のグループ、事業家、組織等を表すと理解さ
れるべきである。ユーザは、クライアントデバイスを用いてグループベースコミュニケー
ション又はメッセージングシステムにアクセスし得る。「グループベース」は、規定され
たグループのユーザ群にだけアクセス可能であるのに十分なセキュリティを有するシステ
ム、チャンネル、メッセージ、又は仮想環境を表すためにここでは用いられている。この
グループは、組織又は商業エンタープライズのもののようなコモンアクセス信任状によっ
て定義され得る。アクセスは、参加するための認証された要求又はあるグループメンバユ
ーザから他の非メンバユーザに送信された参加するための招待によってさらに促進され得
る。グループ識別子（以下に定義される）は、データ、情報、メッセージ等を特定のグル
ープと関連付けるために用いられる。
【００２５】
　「ユーザプロファイル」、「ユーザアカウント」、及び「ユーザアカウント詳細」とい
う語は、ユーザと関連付けられた情報を表し、これには、例えば、ユーザ識別子、そのユ
ーザがアクセスを認められているグループベースコミュニケーションチャンネルと関連付
けられた１つ以上のグループベースコミュニケーションチャンネル識別子、そのユーザが
関連付けられているグループの１つ以上のグループ識別子、そのユーザがいずれかのグル
ープベースコミュニケーションチャンネルのオーナーであるかについての表示、ユーザが
いずれかのグループベースコミュニケーションチャンネルの制限を有するかについての表
示、複数のメッセージ、複数の絵文字、複数の会話、複数の会話トピックス、アバター、
電子メールアドレス、実名（例えばJohn Doe）、ユーザ名（例えばjdoe）、パスワード、
実名、時間帯、ステータス等が含まれる。ユーザアカウント詳細は、例えば、そのユーザ
のユーザ名及びパスワードを含むそのユーザのログイン情報のようなユーザ資格情報（us
er credentials）のサブセット指定を含み得る。
【００２６】
　「クライアントデバイス」という語は、１つ以上のサーバによって利用可能にされた１
つ以上のサービスにアクセスするよう構成されたコンピュータハードウェア（群）及び／
又はソフトウェア（群）を表す。サーバ（群）は、しばしば（いつもではないが）他のコ
ンピュータシステム上にあり、その場合、クライアントデバイスは、ネットワークによっ
てサービスにアクセスする。クライアントデバイスは、グループＩＤ（group identifica
tion）と関連付けられ得て、ここでこのグループＩＤは、ユーザが所属するグループ（例
えばユーザグループ）を示唆する電子的表示である。クライアントデバイスは、限定とし
てではなく、スマートフォン、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、デ
スクトップコンピュータ、ウェラブル機器、パーソナルコンピュータ、エンタープライズ
コンピュータ等を含み得る。
【００２７】
　「グループベースコミュニケーションプラットフォーム」という語は、１つ以上のクラ
イアントデバイスにアクセス可能であり、データベースの操作に関連する複数のソフトウ
ェアアプリケーションへのアクセスを提供するよう動作可能である計算サービスの集合体
を表す。ある例では、グループベースコミュニケーションプラットフォームは、ソフトウ
ェアアプリケーションを実行し、デジタルコンテンツアイテム、アプリケーション関連デ
ータ、及び／又はその他を記憶する１つ以上のデータベースへのアクセスを有する１つ以
上の追加のサーバと通信するように設けられている１つ以上のセントラルサーバの形態を
取り得る。グループベースコミュニケーションプラットフォームは、クライアント保存設
定及び他のコンプライアンス局面もサポートし得る。さらに、グループベースコミュニケ
ーションプラットフォームは、データへの適切なアクセスを付与し、サードパーティがア
プリケーション及びボットをビルドして、カスタマーのワークフローと統合することを許
す包括的なサードパーティ開発者サポートも提供し得る。
【００２８】
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　「コミュニケーションチャンネル」という語は、システム及びシステムの部分の間でデ
ータの交換のために用いられる情報ルート及び関連付けられた回路を表す。例えば、コミ
ュニケーションチャンネルは、さまざまなクライアントデバイスの間で確立され得て、こ
れらクライアントデバイスが互いの間でデータを通信し、共有することを可能にする。コ
ミュニケーションチャンネルＩＤ（communication channel identification）は、コミュ
ニケーションチャンネルに割り当てられ得て、これは、そのコミュニケーションチャンネ
ルの関連するデータが記憶されているデータベース中の物理アドレスを示す。コミュニケ
ーションチャンネルは、「パブリック」であり得て、これは、任意のクライアントデバイ
スがコミュニケーションチャンネルを通して情報共有に加入及び参加できるようにし得る
。コミュニケーションチャンネルは、「プライベート」であり得て、これは、コミュニケ
ーションチャンネルにおけるデータ通信をあるクライアントデバイス及び／又はユーザに
制限し得る。
【００２９】
　「グループベースコミュニケーションチャンネルインタフェース」という語は、当該グ
ループのメンバだけに閲覧可能である、チャンネルメンバ（例えばクライアントデバイス
を用いて環境にアクセスする認証されたユーザ）によってポストされたメッセージングコ
ミュニケーションを表示するよう構成された仮想的な通信環境つまりフィードを表す。グ
ループベースコミュニケーションチャンネルのフォーマットは、グループベースコミュニ
ケーションチャンネルの異なるメンバには異なるように見えるかもしれない。しかし、グ
ループベースコミュニケーションのチャンネルのコンテンツ（すなわちメッセージングコ
ミュニケーション）は、そのグループベースコミュニケーションチャンネルのそれぞれの
メンバに表示される。例えば、グループベースのメッセージングコミュニケーションの共
通セット（common set）は、それぞれのグループベースコミュニケーションチャンネルの
それぞれのメンバに表示されて、グループベースコミュニケーションチャンネルのコンテ
ンツ（すなわちメッセージングコミュニケーション）がグループベースコミュニケーショ
ンチャンネルのメンバごとに変わらないようにする。
【００３０】
　ここで用いられるように、「メッセージングコミュニケーション」及び「メッセージ」
という語は、クライアントデバイスを用いてユーザによって提供される、グループベース
コミュニケーションチャンネル内で表示されるよう構成された任意の電子的に生成された
デジタルコンテンツオブジェクトを表す。メッセージコミュニケーションは、ユーザによ
って提供される（クライアントデバイスを用いて）任意のテキスト、画像、動画、オーデ
ィオ又はそれらの組み合わせを含み得る。例えば、ユーザは、メッセージコンテンツとし
てメッセージングコミュニケーションの中で画像及び動画と共にテキストを含むメッセー
ジングコミュニケーションを提供し得る。そのような場合、テキスト、画像、及び動画は
、メッセージングコミュニケーション又はデジタルコンテンツオブジェクトを構成し得る
。グループベースコミュニケーションシステムのグループベースコミュニケーションチャ
ンネルに送信又はポストされたそれぞれのメッセージは、以下を含むメタデータを含み、
すなわちこのメタデータは、送信するユーザの識別子、メッセージ識別子、メッセージコ
ンテンツ、グループ識別子、及びグループベースコミュニケーションチャンネルの識別子
を含む。上述の識別子のそれぞれは、ＡＳＣＩＩテキスト、ポインタ、メモリアドレス等
を含み得る。
【００３１】
　「グループベースコミュニケーションチャンネル識別子」又は「チャンネル識別子」と
いう語は、グループベースコミュニケーションチャンネルが特定され得るデータの１つ以
上のアイテムを表す。例えば、グループベースコミュニケーションチャンネル識別子は、
ＡＳＣＩＩテキスト、ポインタ、メモリアドレス等を含み得る。
【００３２】
　「グループ識別子」又は「チーム識別子」は、グループベースコミュニケーションシス
テム内のグループが特定され得るデータの１つ以上のアイテムを表す。例えば、グループ
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識別子は、ＡＳＣＩＩテキスト、ポインタ、メモリアドレス等を含み得る。
【００３３】
　「送信ユーザ識別子」は、特定のユーザ（すなわち特定のユーザに関連付けられたクラ
イアントデバイス）によって送られるメッセージのコレクションと関連付けられる。これ
らメッセージは、ユーザに関するコンテキストを決定するために分析され得る（例えばあ
るトピックにおけるユーザの専門知識又は興味は、そのようなメッセージの中のそのトピ
ック又はそのトピックに関連付けられたキーワードの言及の頻度に基づいて決定され得る
）。
【００３４】
　グループベースコミュニケーションシステムユーザは、組織グループに組織化され（or
ganized）（例えばそれぞれの会社の従業員は、別々の組織グループであり得る）、それ
ぞれの組織グループは、ユーザが割当され得る又はユーザが参加し得る（例えばグループ
ベースコミュニケーションチャンネルは、部署、オフィスのような地理的位置、製品ライ
ン、ユーザの関心、トピック、問題、及び／又はその他を表し得る）１つ以上のグループ
ベースコミュニケーションチャンネル（以下で説明される）を有し得る。グループ識別子
は、メッセージのためのアクセス制御を促進するのに用いられ得る（例えばサーチクエリ
に応答してサーチ結果の一部としてメッセージリターンを持つようなメッセージへのアク
セスは、それらのユーザプロファイルに関連付けられたグループ識別子を有するそれらユ
ーザに制限され得る）。グループ識別子は、メッセージについてのコンテキストを決定す
るのに用いられ得る（例えば組織の名称及び／又は組織の簡単な説明のようなグループの
記述がグループ識別子に関連付けられ得る）。
【００３５】
　グループベースコミュニケーションシステムユーザは、グループベースコミュニケーシ
ョンチャンネルに参加し得る。一部のグループベースコミュニケーションチャンネルは、
それらのユーザプロファイルに関連付けられた特定の組織グループ識別子を有するそれら
ユーザにとってはグローバルにアクセス可能であり得る（すなわちその組織のメンバであ
るユーザ）。一部のグループベースコミュニケーションチャンネルへのアクセスは、特定
のグループのメンバに制限され得て、それによってグループベースコミュニケーションチ
ャンネルは、それらのユーザプロファイルに関連付けられた特定のグループ識別子を有す
るそれらユーザにアクセス可能である。グループベースコミュニケーションチャンネル識
別子は、メッセージについてのアクセス制御を促進するために用いられ得る（例えば、サ
ーチクエリに応答してサーチ結果の一部としてメッセージリターンを持つようなメッセー
ジへのアクセスは、それらのユーザプロファイルに関連付けられたグループ識別子を有し
、又はグループベースコミュニケーションチャンネルに参加する能力を有するそれらユー
ザに制限され得る）。グループベースコミュニケーションチャンネル識別子は、メッセー
ジのコンテキストを決定するのに用いられ得る（例えば、グループベースコミュニケーシ
ョンチャンネルで議論されるプロジェクトの説明のような、グループベースコミュニケー
ションチャンネルの説明は、グループベースコミュニケーションチャンネル識別子に関連
付けられ得る）。
【００３６】
　「プライベートグループベースコミュニケーションチャンネル」という語は、制限され
たアクセスを持つことによって、グループベースコミュニケーションシステムの他のメン
バによって一般にはアクセス可能ではなく及び／又はサーチ可能ではないグループベース
コミュニケーションチャンネルを表す。例えば、プライベートグループベースコミュニケ
ーションチャンネルへのアクセスについての知識及び許可を有する（例えば、ユーザが許
可／認証された後に、プライベートグループベースコミュニケーションチャンネルについ
てのグループベースコミュニケーションチャンネル識別子がそれらのユーザプロファイル
に関連付けられる）ユーザ又は管理者だけが、プライベートグループベースコミュニケー
ションチャンネルのコンテンツを見ることができる。
【００３７】
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　「クエリ」という語は、データベースに関連付けられた要求を表す。「クエリ」は、１
つ以上のクライアントデバイス上で生成され得て、グループベースコミュニケーションプ
ラットフォームに送信され得る。クエリは、「セレクトクエリ」であり得て、これは、ク
エリに従ってデータをデータベースから読み出し可能なフォーマットで抽出するのに用い
られる。クエリは、「アクションクエリ」であり得て、これは、ネットワークデータベー
ス内に記憶されたデータに対して操作（挿入、削除、及び／又は更新のような）を要求す
る。例えば、「コミュニケーションチャンネル生成クエリ」は、コミュニケーションチャ
ンネルの生成を要求するアクションクエリである。
【００３８】
　「シャード」という語は、個別にアクセスされ、管理され得るデータの関連する、個別
のアイテム群の集合体を表す。シャードは、単一のデータベース内に記憶され得て、又は
オプションとして複数のデータベース群にわたって拡散され得る。これは、大量のデータ
が存在するときに特に有用である。非常に大きなデータベースを１箇所に作成及び維持す
るコストは、指数関数的に増加し得るが、これは、データベースがよりハイエンドのコン
ピュータを必要とするからである。対照的に、データベースシャードは、ずっと安価な通
常のデータベース群のいくつかにわたって分散され得る。「シャーディング」は、大きな
データベースをパーティショニングすることによって、より管理しやすくすることを表す
。データベースをシャーディングすることは、データベースを、共通のものを共有しない
、より小さなデータベース群に分割することを伴うので、２つ以上のデータベースシャー
ドを伴うコミュニケーションチャンネルを作成するのには技術的な困難を生じる。データ
ベースは、これらには限定されないが、チャンネルＩＤ、ユーザＩＤ、チームＩＤ、又は
データベース構成内のデータの任意の属性を含む、さまざまなファクタに基づいて「シャ
ード化（sharded）」され得る。どのファクタ（群）を使用すべきかを決定するために、
システムは、データ分離、データの近接（ルックアップのために）、及びパフォーマンス
／分散システムにわたるアクセスのスピードを考慮し得る。システムは、データの量及び
システムがそのようなデータを取得するのに要求されるスピードの両方を考慮する必要が
あるかもしれない。
【００３９】
　「参照テーブル」という語は、さまざまなデータアイテム群の間の参照関係（referent
ial connections）群のセットを表す。参照テーブルは、表形式であり得て、これは、「
行」及び「列」を含み得る。それぞれの行は、参照関係を表現し得て、それぞれの列は、
データアイテムを表現し得る。データアイテムは、グループＩＤ、チャンネルＩＤ、ネッ
トワークデータベース中の物理アドレス等であり得る。参照関係は、さまざまなデータア
イテム群の間の関係及び／又は制約を示し得る。例えば、シャード参照テーブルは、ネッ
トワークデータベース中のコミュニケーションチャンネルシャードの物理アドレスを、そ
のコミュニケーションチャンネルのＩＤに基づいて特定し得る。シャード参照テーブルは
、データベースシャードパラメータ、メッセージサーバシャードパラメータ、Redisシャ
ードパラメータ、Solrシャードパラメータ、チームメタデータ（例えば作成日付、アーカ
イブ日付、削除日付）、管理者ユーザデータ、ドメイン、電子メールドメイン、基本設定
、招待（invites）、クレジット、支払いレベル、及びチームがエンタープライズである
かを示すデータのようなパラメータを含み得る。
【００４０】
　「イベント」という語は、システムハードウェア及び／又はソフトウェアにとって技術
的な重要性を有する特定可能な、非一時的な出現を表す。イベントは、コンピュータシス
テムによって認識され得る、なんらかのメッセージ、トークン、カウント、パターン、値
、又はマーカを表現し得る。イベントに基づいて、所定の機能を実行するためにアプリケ
ーションがトリガされ得る。例えば、グループベースコミュニケーションチャンネルにお
いて、ユーザによって送信されたメッセージは、イベントアプリケーションプログラミン
グインタフェース（ＡＰＩ）を利用するアプリケーションにとってのイベントである。イ
ベントは、キーストローク又はマウスの動きのようなユーザによって発生されたものでも
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よく、又はプログラムローディング及びエラーのようなシステムによって発生されたもの
であってもよい。
【００４１】
　例示的システムアーキテクチャ
　本発明の方法、装置、及びコンピュータプログラム製品は、さまざまなデバイスの任意
のものによって実現され得る。例えば、例示的実施形態の方法、装置、及びコンピュータ
プログラム製品は、１つ以上のクライアントデバイスのような１つ以上のデバイスと通信
するよう構成されるサーバ又は他のネットワークエンティティのようなネットワークデバ
イスによって実現され得る。ある好ましい非限定的な実施形態において、計算デバイスは
、パーソナルコンピュータ又はコンピュータワークステーションのような固定された計算
デバイスを含み得る。さらに例示的実施形態は、携帯デジタルアシスタント（ＰＤＡ）、
携帯電話、スマートフォン、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、ウェ
アラブルデバイス、又は前述のデバイスの任意の組合せのような、さまざまなモバイルデ
バイスの任意のものによって実現され得る。
【００４２】
　図１は、本発明の実施形態が動作し得る例示的計算システム１００を示す。ユーザは、
クライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎを用いて通信ネットワーク１０３を介してグル
ープベースコミュニケーションプラットフォーム１０５にアクセスし得る。
【００４３】
　通信ネットワーク１０３は、例えば、それを実現するのに要求される任意のハードウェ
ア、ソフトウェア及び／又はファームウェア（例えばネットワークルータ等のような）と
共に、有線又は無線ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、パーソナルエリアネットワ
ーク（ＰＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ワイドエリアネットワ
ーク（ＷＡＮ）等を含む任意の有線又は無線通信ネットワークを含み得る。例えば、通信
ネットワーク１０３は、セルラー式電話、８０２．１１、８０２．１６、８０２．２０、
及び／又はＷｉＭａｘネットワークを含み得る。さらに、通信ネットワーク１０３は、イ
ンターネットのような公衆ネットワーク、イントラネットのようなプライベートネットワ
ーク、又はそれらの組合せを含み得て、ＴＣＰ／ＩＰベースのネットワーキングプロトコ
ルを含むがこれには限定されない、現在利用可能な又は将来開発されるさまざまなネット
ワーキングプロトコルを利用し得る。例えば、ネットワーキングプロトコルは、グループ
ベースコミュニケーションシステムの要求に合うようにカスタマイズされ得る。ある実施
形態では、プロトコルは、ウェブソケットチャンネルを介して送られるＪＳＯＮオブジェ
クトのカスタムプロトコルである。ある実施形態では、プロトコルは、ＪＳＯＮ－ＲＰＣ
、ＪＳＯＮ－ＲＥＳＴ／ＨＴＴＰ等である。
【００４４】
　グループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５は、メッセージサーバ１０
７及びネットワークアプリケーションサーバ１０９を含み得る。ネットワークアプリケー
ションサーバ１０９は、メインデータベース１１１及び１つ以上のデータベースシャード
１１３Ａ－１１３Ｎと通信し得る。
【００４５】
　メッセージサーバ１０７は、この技術分野で知られるようにコンピュータ又はコンピュ
ータ群として実現され得る。メッセージサーバ１０７は、クライアントデバイス１０１Ａ
－１０１Ｎには限定されないがこれらを含むさまざまなソースからの電子データを通信ネ
ットワーク１０３を介して受信するために設けられ得る。例えば、メッセージサーバ１０
７は、クライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎによって提供された電子メッセージを受
信及び処理するよう動作可能であり得る。メッセージサーバ１０７は、クライアントデバ
イス１０１Ａ－１０１Ｎへの電子メッセージの送信及び増幅（amplification）を促進す
ることもし得る。
【００４６】
　同様に、ネットワークアプリケーションサーバ１０９は、この技術分野で知られるよう
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にコンピュータ又はコンピュータ群として実現され得る。ネットワークアプリケーション
サーバ１０９は、クライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎに限定されないがこれらを含
むさまざまなソースから通信ネットワーク１０３を介して電子データを受信することを実
現し得る。例えば、ネットワークアプリケーションサーバ１０９は、クライアントデバイ
ス１０１Ａ－１０１Ｎによって提供された電子メッセージを受信及び処理するよう動作可
能であり得る。ネットワークアプリケーションサーバ１０９は、メインデータベース１１
１及び／又は１つ以上のデータベースシャード１１３Ａ－１１３Ｎに関して、クライアン
トデバイス１０１Ａ－１０１Ｎ及び／又はメッセージサーバ１０７によって提供されるネ
ットワークデータベースクエリを受信及び処理するようにも動作可能であり得る。ネット
ワークアプリケーションサーバ１０９は、さらに、ユーザインタフェースの生成を促進し
得る。
【００４７】
　クライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎは、上で定義されたような任意の計算デバイ
スであり得る。クライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎからメッセージサーバ１０７及
びネットワークアプリケーションサーバ１０９によって受信された電子データは、さまざ
まな形態で、かつさまざまな方法を介して提供され得る。
【００４８】
　ある好ましい非限定的な実施形態においては、クライアントデバイス１０１Ａ－１０１
Ｎのうちの１つ以上は、スマートフォン又はタブレットのようなモバイルデバイスである
。１つ以上のクライアントデバイスは、メッセージサーバ１０７及び／又はネットワーク
アプリケーションサーバ１０９と相互作用するために「アプリ」を実行し得る。そのよう
なアプリは、スマートフォン又はタブレットのようなモバイルデバイス上で動作するよう
に典型的には設計される。例えば、アプリは、Apple Inc.のiOS（登録商標）、Google In
c.のAndroid（登録商標）、又はMicrosoft Inc.のWindows 10 Mobile（登録商標）のよう
なモバイルデバイスオペレーティングシステム上で動作するよう提供され得る。これらプ
ラットフォームは、アプリが互いに、及びモバイルデバイスの特定のハードウェア及びソ
フトウェア要素と通信することを可能にするフレームワークを典型的には提供する。例え
ば、上で挙げられたモバイルデバイスオペレーティングシステムは、それぞれ、位置サー
ビス回路、有線及び無線ネットワークインタフェース、ユーザコンタクト、及び他のアプ
リケーションと相互作用するためのフレームワークを提供する。アプリの外で動作するハ
ードウェア及びソフトウェアモジュールとの通信は、モバイルデバイスオペレーティング
システムによって提供されるアプリケーションプログラミングインタフェース（ＡＰＩ）
を介して典型的には提供される。
【００４９】
　ある好ましい非限定的な実施形態においては、クライアントデバイス１０１Ａ－１０１
Ｎは、ウェブブラウザを介してメッセージサーバ１０７及び／又はネットワークアプリケ
ーションサーバ１０９と相互作用し得る。クライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎは、
メッセージサーバ１０７及び／又はネットワークアプリケーションサーバ１０９と相互作
用するよう設計されたさまざまなハードウェア又はファームウェアも含み得る。
【００５０】
　ある好ましい非限定的な実施形態においては、データベースシャード１１３Ａ－１１３
Ｎは、ネットワークアタッチトストレージ（ＮＡＳ）装置又は装置群のようなデータ記憶
装置として、又は別個のデータベースサーバ又はサーバ群として実現され得る。データベ
ースシャード１１３Ａ－１１３Ｎは、ネットワークアプリケーションサーバ１０９によっ
てアクセス及び記憶される情報を含む。例えば、データベースシャード１１３Ａ－１１３
Ｎは、ユーザプロファイル、ユーザ特権情報、電子ファイル、複数のグループベースコミ
ュニケーションチャンネル間で組織化されたメッセージングコミュニケーション、及び／
又はその他を限定ではなく含み得る。
【００５１】
　ある好ましい非限定的な実施形態においては、メインデータベース１１１は、ネットワ
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ークアタッチトストレージ（ＮＡＳ）装置又は装置群のようなデータ記憶装置として、又
は別個のデータベースサーバ又はサーバ群として実現され得る。メインデータベース１１
１は、ネットワークアプリケーションサーバ１０９によってアクセス及び記憶される情報
を含む。例えば、メインデータベース１１１は、シャード参照テーブルを限定ではなく含
み得る。
【００５２】
　例示的グループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５のある実施形態では
、メッセージ又はメッセージングコミュニケーションは、クライアントデバイス１０１Ａ
－１０１Ｎからグループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５に送られ得る
。さまざまな実現例において、メッセージは、クライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎ
のうちの１つによって直接に、通信ネットワーク１０３を通じてグループベースコミュニ
ケーションプラットフォーム１０５に送られ得る。メッセージは、メッセージサーバ及び
／又はその他のような媒介を介してグループベースコミュニケーションシステム１０５に
送られてもよい。例えば、クライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ａは、デスクトップ、
ラップトップ、タブレット、スマートフォン、及び／又はクライアントアプリケーション
を実行しているもの（例えばグループベースコミュニケーションアプリ）であり得る。あ
る実現例では、メッセージは、メッセージ識別子、送信ユーザ識別子、グループ識別子、
グループベースコミュニケーションチャンネル識別子、メッセージコンテンツ（例えばテ
キスト、絵文字、画像、リンク）、添付物（例えばファイル）、メッセージ階層データ（
例えばそのメッセージは、他のメッセージの応答であり得る）、サードパーティメタデー
タ、及び／又はその他のようなデータを含み得る。ある実施形態では、クライアントデバ
イス１０１Ａ－１０１Ｎは、以下に示されるような、エクステンシブルマークアップラン
ゲージ（「ＸＭＬ」）でフォーマットされたデータを含む、（セキュア）ハイパーテキス
トトランスファプロトコル（「ＨＴＴＰ（Ｓ）」）ＰＯＳＴメッセージの形態を実質的に
とる、以下の例示的メッセージを提供し得る。
POST /authrequest.php HTTP/1.1
Host: www.server.com
Content-Type: Application/XML
Content-Length: 667
<?XML version = “1.0” encoding = “UTF-8”?>
<auth_request>
　<timestamp>2020-12-31 23:59:59</timestamp>   
　　<user_accounts_details>
　　<user_account_credentials>
　　　<user_name>ID_user_1</user_name>
　　　<password>abc123</password>
　　　//OPTIONAL <cookie>cookieID</cookie>
　　　//OPTIONAL <digital_cert_link>www.mydigitalcertificate.com/ JohnDoeDaDoeDo
e@gmail.com/mycertifcate.dc</digital_cert_link>
　　　//OPTIONAL <digital_certificate>_DATA_</digital_certificate>
　　</user_account_credentials>
　</user_accounts_details>
　<client_details> //iOS Client with App and Webkit
　　　//it should be noted that although several client details
　　　//sections are provided to show example variants of client
　　　//sources, further messages will include only on to save
　　　//space
　　<client_IP>10.0.0.123</client_IP>
　　<user_agent_string>Mozilla/5.0 (iPhone; CPU iPhone OS 7_1_1 like Mac OS X) A
ppleWebKit/537.51.2 (KHTML, like Gecko) Version/7.0 Mobile/11D201 Safari/9537.53
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</user_agent_string>
　　<client_product_type>iPhone6,1</client_product_type>
　　<client_serial_number>DNXXX1X1XXXX</client_serial_number>
　　<client_UDID>3XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXD</client_UDID>
　　<client_OS>iOS</client_OS>
　　<client_OS_version>7.1.1</client_OS_version>
　　<client_app_type>app with webkit</client_app_type>
　　<app_installed_flag>true</app_installed_flag>
　　<app_name>MSM.app</app_name>
　　<app_version>1.0 </app_version>
　　<app_webkit_name>Mobile Safari</client_webkit_name>
　　<client_version>537.51.2</client_version>
　</client_details>
　<client_details> //iOS Client with Webbrowser
　　<client_IP>10.0.0.123</client_IP>
　　<user_agent_string>Mozilla/5.0 (iPhone; CPU iPhone OS 7_1_1 like Mac OS X) A
ppleWebKit/537.51.2 (KHTML, like Gecko) Version/7.0 Mobile/11D201 Safari/9537.53
</user_agent_string>
　　<client_product_type>iPhone6,1</client_product_type>
　　<client_serial_number>DNXXX1X1XXXX</client_serial_number>
　　<client_UDID>3XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXD</client_UDID>
　　<client_OS>iOS</client_OS>
　　<client_OS_version>7.1.1</client_OS_version>
　　<client_app_type>web browser</client_app_type>
　　<client_name>Mobile Safari</client_name>
　　<client_version>9537.53</client_version>
　</client_details>
　<client_details> //Android Client with Webbrowser
　　<client_IP>10.0.0.123</client_IP>
　　<user_agent_string>Mozilla/5.0 (Linux; U; Android 4.0.4; en-us; Nexus S Buil
d/IMM76D) AppleWebKit/534.30 (KHTML, like Gecko) Version/4.0 Mobile Safari/534.3
0</user_agent_string>
　　<client_product_type>Nexus S</client_product_type>
　　<client_serial_number>YXXXXXXXXZ</client_serial_number>
　　<client_UDID>FXXXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXX</client_UDID>
　　<client_OS>Android</client_OS>
　　<client_OS_version>4.0.4</client_OS_version>
　　<client_app_type>web browser</client_app_type>
　　<client_name>Mobile Safari</client_name>
　　<client_version>534.30</client_version>
　</client_details>
　<client_details> //Mac Desktop with Webbrowser
　　<client_IP>10.0.0.123</client_IP>
　　<user_agent_string>Mozilla/5.0 (Macintosh; Intel Mac OS X 10_9_3) AppleWebKi
t/537.75.14 (KHTML, like Gecko) Version/7.0.3 Safari/537.75.14</user_agent_strin
g>
　　<client_product_type>MacPro5,1</client_product_type>
　　<client_serial_number>YXXXXXXXXZ</client_serial_number>
　　<client_UDID>FXXXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXX</client_UDID>
　　<client_OS>Mac OS X</client_OS>
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　　<client_OS_version>10.9.3</client_OS_version>
　　<client_app_type>web browser</client_app_type>
　　<client_name>Mobile Safari</client_name>
　　<client_version>537.75.14</client_version>
　</client_details>
　<message>
　　<message_identifier>ID_message_10</message_identifier>
　　<team_identifier>ID_team_1</team_identifier>
　　<channel_identifier>ID_channel_1</channel_identifier>
　　<contents>That is an interesting invention. I have attached a copy our paten
t policy.</contents>
　　<attachments>patent_policy.pdf</attachments>
　</message>
</auth_request>
　グループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５は、少なくとも１つのデー
タベースシャード１１３Ａ－１１３Ｎにおけるメッセージのインデキシング及び記憶を促
進するために、受信されたメッセージに基づいて記憶メッセージを作成し得る少なくとも
１つのメッセージサーバ１０７を備える。ある実施形態では、記憶メッセージは、メッセ
ージ識別子、グループ識別子、グループベースコミュニケーションチャンネル識別子、送
信ユーザ識別子、トピックス、レスポンス、メッセージコンテンツ、添付物、メッセージ
階層データ、サードパーティメタデータ、会話プリミティブデータ及び／又はその他のよ
うなデータを含み得る。例えば、グループベースコミュニケーションサーバ１０６は、以
下に示すような、ＸＭＬでフォーマットされたデータを含む、ＨＴＴＰ（Ｓ）　ＰＯＳＴ
メッセージの形態を実質的にとる、以下の例示的記憶メッセージを提供し得る。
POST /storage_message.php HTTP/1.1
Host: www.server.com
Content-Type: Application/XML
Content-Length: 667
<?XML version = “1.0” encoding = “UTF-8”?>
<storage_message>
　<message_identifier>ID_message_10</message_identifier>
　<team_identifier>ID_team_1</team_identifier>
　<channel_identifier>ID_channel_1</channel_identifier>
　<sending_user_identifier>ID_user_1</sending_user_identifier>
　<topics>
　　<topic>inventions</topic>
　　<topic>patents</topic>
　　<topic>policies</topic>
　</topics>
　<responses>
　　<response>liked by ID_user_2</response>
　　<response>starred by ID_user_3</response>
　</responses>
　<contents>That is an interesting invention. I have attached a copy our patent 
policy.</contents>
　<attachments>patent_policy.pdf</attachments>
　<conversation_primitive>
　　conversation includes messages: ID_message_8, ID_message_9, ID_message_10, 
　　ID_message_11, ID_message_12
　</conversation_primitive>
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</storage_message>
　ある実施形態において、上で定義されたグループ識別子は、メッセージと関連付けられ
得る。ある実施形態において、上で定義されたグループベースコミュニケーションチャン
ネル識別子は、メッセージと関連付けられ得る。
【００５３】
　ある実施形態において、上で定義された送信ユーザ識別子は、メッセージと関連付けら
れ得る。ある実現例では、メッセージは、そのメッセージを送ったユーザの送信ユーザ識
別子を決定するためにパースされ（parsed）得る（例えばＰＨＰコマンドを用いて）。
【００５４】
　ある実施形態では、応答を示すデータは、そのメッセージと関連付けられ得る。例えば
、他のユーザによるメッセージへの応答は、反応（例えばメッセージに関連付けられた絵
文字の選択、メッセージに関連付けられた「いいね」ボタンの選択）、メッセージに埋め
込まれたハイパーリンクをクリックすること、メッセージへ応答すること（例えばメッセ
ージに応答してグループベースコミュニケーションチャンネルにメッセージをポストする
こと）、メッセージに関連付けられたファイルをダウンロードすること、あるグループベ
ースコミュニケーションチャンネルから他のグループベースコミュニケーションチャンネ
ルへメッセージをシェアすること、メッセージをピン留めすること、メッセージに星を付
けること、及び／又はその他を含み得る。ある実施形態では、他のユーザによるメッセー
ジへの応答に関するデータは、メッセージに含まれ得て、そのメッセージは、応答を決定
するためにパースされ得る（例えばＰＨＰコマンドを用いて）。他の実現例では、メッセ
ージへの応答に関するデータは、データベースから取り出され得る。例えば、メッセージ
に対する応答に関するデータは、以下のようなMySQLデータベースコマンドを介して取得
され得る。
SELECT messageResponses
FROM MSM_Message
WHERE messageID = ID_message_10.
　例えば、メッセージへの応答に関するデータは、メッセージについてのコンテキスト（
例えばメッセージについての、あるユーザの視点からのソーシャルスコア）を決定するの
に用いられ得る。他の例では、メッセージへの応答に関連するデータは、ユーザに関する
コンテキストを決定するために分析され得る（例えばあるトピックにおけるユーザの経験
は、そのトピックに関するユーザのメッセージに対する応答に基づいて決定され得る）。
【００５５】
　実施形態において、添付物は、メッセージに含まれ得る。もし添付物が存在するなら、
ファイルは、メッセージと関連付けられ得る。ある実現例では、メッセージは、添付物の
ファイル名を決定するためにパースされ得る（例えばＰＨＰコマンドを用いて）。例えば
、ファイルコンテンツは、メッセージについてのコンテキストを決定するために分析され
得る（例えば特許ポリシーの文書は、そのメッセージが「特許」というトピックに関連付
けられていると表示し得る）。
【００５６】
　実施形態において、サードパーティメタデータは、メッセージに関連付けられ得る。例
えば、サードパーティメタデータは、会社、グループ、グループベースコミュニケーショ
ンチャンネル、及び／又はその他に特有である、メッセージ又はユーザについての追加の
コンテキストを提供し得る。ある実現例では、メッセージは、サードパーティメタデータ
を決定するためにパースされ得る（例えばＰＨＰコマンドを用いて）。例えば、サードパ
ーティメタデータは、メッセージを送ったユーザがグループベースコミュニケーションチ
ャンネルの許可された代表者であるかを示し得る（例えば、許可された代表者は、グルー
プベースコミュニケーションチャンネルにおける質問に応答するために会社によって許可
され得る）。
【００５７】
　実施形態において、会話プリミティブ（conversation primitive）は、メッセージと関
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連付けられ得る。ある実施形態では、会話プリミティブは、メッセージを分析し、インデ
ックス付けし、記憶し、及び／又はその他をするのに用いられる要素である。例えば、メ
ッセージは、それ自身で分析され得て、それ自身の会話プリミティブを形成し得る。他の
例では、メッセージは、会話を構成する他のメッセージと共に分析され得て、会話を構成
するメッセージは、会話プリミティブを形成し得る。ある実現例では、会話プリミティブ
は、当該メッセージ、特定の個数（例えば２）の先行するメッセージ及び特定の個数（例
えば２）の後続するメッセージとして決定され得る。他の実現例では、会話プリミティブ
は、当該メッセージ及び他のメッセージ（例えばそのチャンネルにおける）で議論されて
いるトピック及び／又はこれらメッセージの近接性（例えばメッセージ送信順序の近接性
、メッセージ送信時刻の近接性）の分析に基づいて決定され得る。
【００５８】
　実施形態においては、上で説明されたように決定されたさまざまなメタデータ及び／又
はメッセージのコンテンツは、メッセージをインデックス化する（例えば会話プリミティ
ブを用いて）ことによって、サーチングのさまざまなファセット（すなわちメッセージサ
ーバ１０７から結果を返すサーチクエリ）を促進するために用いられ得る。ある実現例で
は、記憶メッセージ（storage message）は、メッセージサーバ１０７におけるインデキ
シングを促進するために、グループベースコミュニケーションサーバ１０６から送信され
得る。他の実現例において、メッセージに関連付けられたメタデータが決定され得て、こ
のメッセージは、メッセージサーバ１０７においてインデキシングされ得る。ある実施形
態において、メッセージは、会社の又はグループのメッセージが別個にインデックス化さ
れるようにインデックス化され得る（例えば他のグループ及び／又は会社とシェアされて
いないグループ及び／又は会社に関連付けられた別個のインデックスにおいて）。ある実
現例では、メッセージは、別個の分散化されたリポジトリにおいてインデックス化され得
る（例えばセキュリティの目的のためにデータ隔離を促進するために）。
【００５９】
　もしメッセージに関連付けられた添付物が存在するなら、その関連付けられたファイル
のファイルコンテンツは、サーチングを促進するために、メッセージサーバ１０７におい
てそのようなファイルをインデックス化するために用いられ得る。ある実施形態において
は、ファイルは、別個の配信リポジトリにおいて会社の又はグループのファイルがインデ
ックス化されるように、インデックス化され得る。
【００６０】
　１つ以上のクライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎ及びグループベースコミュニケー
ションプラットフォーム１０５の間の電子情報交換の例については、以下で説明される。
【００６１】
　１つ以上のクライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎは、データベースシャード１１３
Ａ－１１３Ｎに関連付けられた１つ以上の共有されるコミュニケーションチャンネル生成
クエリを生成するよう構成される。「TonyからFrank」の説明から続けると、Tonyは、ク
ライアントデバイス１０１Ａ（組織Ｘに関連付けられたグループＩＤを有する）を使用し
て、Frankのクライアントデバイス１０１Ｂ（組織Ｙに関連付けられたグループＩＤを有
する）との外部と共有されるコミュニケーションチャンネルの作成を要求する共有された
コミュニケーションチャンネル生成クエリを生成し得る。組織Ｘ及び組織Ｙは、データベ
ースシャード１１３Ａ－１１３Ｎの別個のシャードとそれぞれ関連付けられている。共有
されたコミュニケーションチャンネル生成クエリは、通信ネットワーク１０３を介してグ
ループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５に送信され得る。
【００６２】
　１つ以上の共有されるコミュニケーションチャンネル生成クエリを１つ以上のクライア
ントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎから受信すると、グループベースコミュニケーションプ
ラットフォーム１０５は、ネットワークアプリケーションサーバ１０９を利用して、１つ
以上の共有されるコミュニケーションチャンネル生成クエリに基づいて、１つ以上のデー
タベースシャードを生成する。ネットワークアプリケーションサーバ１０９は、さらに、
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共有されたコミュニケーションチャンネルＩＤを１つ以上の生成されたデータベースシャ
ードのそれぞれに割り当て得る。以前の例から続けると、ネットワークアプリケーション
サーバ１０９は、クライアントデバイス１０１Ａを介してTonyによって提供された、共有
されたコミュニケーションチャンネル生成クエリに基づいて、データベースシャード１１
３Ｎを生成し得て、共有されたコミュニケーションチャンネルＩＤをデータベースシャー
ド１１３Ｎと関連付け得る。
【００６３】
　１つ以上のデータベースシャードを１つ以上の共有されるコミュニケーションチャンネ
ル生成クエリに基づいて生成した後、グループベースコミュニケーションプラットフォー
ム１０５は、１つ以上の共有されるコミュニケーションチャンネル承認要求（acceptance
 requests）を１つ以上のクライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎに送信し得る。以前
の例から続けると、グループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５は、共有
されたコミュニケーションチャンネル承認要求をクライアントデバイス１０１Ｂ（Frank
）に送信し得るが、このデバイスは、クライアントデバイス１０１Ａ（Tony）によって提
供された共有されたコミュニケーションチャンネル生成クエリにおいて示されている。
【００６４】
　共有されたコミュニケーションチャンネル承認要求を受信すると、１つ以上のクライア
ントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎは、１つ以上の電子許可を生成し得て、これら電子許可
をグループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５に送信し得る。以前の例か
ら続けると、Frankは、クライアントデバイス１０１Ｂを介して、共有されたコミュニケ
ーションチャンネル承認要求に応答して、電子許可を生成し得る。電子許可は、Tonyによ
って提供された共有されたコミュニケーションチャンネル生成クエリの、Frankによる承
認を示し得る。クライアントデバイス１０１Ｂは、さらに、この電子許可をグループベー
スコミュニケーションプラットフォーム１０５に送信し得る。
【００６５】
　１つ以上の電子許可を１つ以上のクライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎから受信す
ると、グループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５は、メインデータベー
ス１１１に記憶されたシャード参照テーブルを通して、１つ以上のチャンネルＩＤを１つ
以上のクライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎと関連付ける。以前の例から続けると、
電子許可をクライアントデバイス１０１Ｂから受信すると、グループベースコミュニケー
ションプラットフォーム１０５は、さらに、メインデータベース１１１に記憶されたシャ
ード参照テーブルを、組織ＸのＩＤ、組織ＹのＩＤ、及びデータベースシャード１１３Ｎ
のような新しく作成されたデータベースシャードの共有されたコミュニケーションチャン
ネルＩＤに基づいて更新し得る。
【００６６】
　共有されたコミュニケーションチャンネルシャードを生成し、シャード参照テーブルを
更新することによって、本発明は、アイデンティティの合体（union of identities）の
問題を解決するような、既存のシステムに対する多くの技術的優位性を提供する。上の「
Tony-X/Tony-Z」の例から続けると、本発明に基づいて作成される、組織Ｘ及び組織Ｚの
間の外部と共有されるコミュニケーションチャンネルは、２つの別々の組織におけるTony
-X及びTony-ZというTonyの２つのアイデンティティを両立させる（reconcile）ことがで
きる。シャード参照テーブルを更新する一方で、本発明の実施形態によって構築されたシ
ステムは、例えば、それぞれの組織に関連付けられたデータを検索及び比較することによ
って、重複ユーザアイデンティティを特定することができる。Tony-X及びTony-Yが同じ個
人に関連付けられていると判断すると、本発明の実施形態によって構築されたシステムは
、共有されたコミュニケーションチャンネルシャードにおいて、統合されたアイデンティ
ティをTonyに割り当てる。一方、既存のシステムは、共有されたコミュニケーションチャ
ンネルシャードを作成すること、及び／又はシャード参照テーブルを更新することができ
ないので、アイデンティティの合体の問題を解決することができない。
【００６７】
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　グループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５は、１つ以上の生成された
データベースシャードのための１つ以上のインタフェースをさらに生成し得て、その１つ
以上のインタフェースをクライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎに送信し得る。前の例
から続けると、グループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５は、データベ
ースシャード１１３Ｎのためのユーザインタフェースを生成し、そのユーザインタフェー
スをクライアントデバイス１０１Ａ及び１０１Ｂに送信し得る。ある実施形態では、グル
ープベースコミュニケーションプラットフォーム１０５は、適切なデータ／インタフェー
スだけをクライアントデバイス１０１Ａ及び１０１Ｂに送り得て、又はクライアントデバ
イス１０１Ａ及び１０１Ｂに送る前に、そのデータを取得し及びキャッシュし得て、又は
クライアントデバイス１０１Ａ及び１０１Ｂ上でアプリの一部として使用され得るインタ
フェースプログラムをコンパイルし得る。
【００６８】
　ある好ましい非限定的な実施形態では、メインデータベース１１１に記憶された参照テ
ーブルは、データベースシャード１１３Ａ－１１３ＮのグループＩＤ及びデータベースシ
ャードの間の参照関係（referential connections）を示し得る。前の例から続けると、
クライアントデバイス１０１Ａ及び１０１Ｃは、共に組織ＸのＩＤと関連付けられ得て、
シャード参照テーブルは、クライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｂの間のコミュニケー
ションに関するデータがデータベースシャード１１３Ａに記憶されていることを示し得る
。
【００６９】
　ある好ましい非限定的な実施形態では、グループベースコミュニケーションプラットフ
ォーム１０５が１つ以上のクライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎから１つ以上の電子
許可（electronic approval）を受け取る時、グループベースコミュニケーションプラッ
トフォーム１０５は、新しい参照関係を生成することによって、参照メインデータベース
１１１に記憶されたシャード参照テーブルを更新し得る。例えば、組織Ｘ及び組織Ｙの間
の共有されたコミュニケーションチャンネルを作成するための電子許可を受け取った後、
グループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５は、組織ＸのＩＤ、組織Ｙの
ＩＤ、及び新しく生成されたデータベースシャードのＩＤの間の参照関係を示す、シャー
ド参照テーブルを更新し得る。
【００７０】
　ある好ましい非限定的な実施形態では、グループベースコミュニケーションプラットフ
ォーム１０５は、メッセージサーバ１０７を用いて、外部と共有されるコミュニケーショ
ンチャンネルにおける１つ以上のクライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎから、同じチ
ャンネルにおける他のクライアントデバイスに受け取られた電子メッセージを増幅し（am
plify）得る。例えば、メッセージサーバ１０７は、外部と共有されるコミュニケーショ
ンチャンネルに関連して、クライアントデバイス１０１Ａから電子メッセージを受け取り
得る。メッセージサーバ１０７は、ネットワークアプリケーションサーバ１０９にクエリ
を送信し（query）得て、一方、ネットワークアプリケーションサーバ１０９は、メイン
データベース１１１に記憶されたシャード参照テーブルに基づいて、外部と共有されるコ
ミュニケーションチャンネルに関連付けられた１つ以上のクライアントデバイスを特定す
る。メッセージサーバ１０７は、それぞれの特定されたクライアントデバイスに電子メッ
セージをさらに送信し得る。
【００７１】
　上述の電子情報交換は、既存のシステムに対して、さまざまな技術的優位性を提供する
。例えば、それは、通信ネットワーク１０３にディスパッチされたメッセージの過負荷を
生じることなしに、情報取得及びデータのディスパッチ（dispatch）を可能にする。加え
て、通信ネットワーク１０３のコンフィギュレーションに基づくディスパッチスピードと
共に、データのロバスト性は、グループベースコミュニケーションプラットフォーム１０
５に対してメッセージサーバ１０７又はネットワークアプリケーションサーバ１０９のい
ずれかを利用する選択肢を提供する。さらに、データのロバスト性は、外部のアプリケー
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ション（グループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５のために開発された
）が、以下にさらに説明されるように、メッセージを発信する（emit）ためにウェブソケ
ット又はＲＰＣ　ＡＰＩ（これらはメッセージサーバ１０７又はネットワークアプリケー
ションサーバ１０９をさらに利用し得る）を使用する選択肢を提供する。
【００７２】
　本発明の実施形態を実現するための例示的装置
　メッセージサーバ１０７は、図２に示される装置２００のような１つ以上の計算システ
ムによって実現され得る。装置２００は、プロセッサ２０２、メモリ２０４、入力／出力
回路２０６、通信回路２０８、及びメッセージ増幅器回路２１０を含み得る。装置２００
は、図１について上で、及び図４－７について下で説明される操作を実行するよう構成さ
れ得る。これら要素２０２－２１０は、機能的な限定について記載されているが、具体的
な実現例は、特定のハードウェアの使用を必然的に含むことを理解されたい。これらの要
素２０２－２１０のいくつかは、同様の又は共通のハードウェアも含み得ることも理解さ
れたい。例えば、回路群のうちの２つのセットが同じプロセッサ、ネットワークインタフ
ェース、記憶媒体等の使用を活用することで、それらの関連付けられた機能を実行し、重
複するハードウェアが回路群のそれぞれのセットごとには必要がないようにしてもよい。
【００７３】
　ある実施形態においては、プロセッサ２０２（及び／又はコプロセッサ又はプロセッサ
を補助する又はそうでなければプロセッサに関連付けられた任意の他の処理回路）は、装
置の要素の間で情報を受け渡しするためにバスを介してメモリ２０４と通信し得る。メモ
リ２０４は、非一時的であり、例えば１つ以上の揮発性及び／又は不揮発性メモリを含み
得る。換言すれば、例えばこのメモリ２０４は、電子記憶装置（例えばコンピュータ読み
取り可能な記憶媒体）であり得る。メモリ２０４は、この装置が、本発明の例示的実施形
態に従ってさまざまな機能を実行できるようにするために、情報、データ、コンテンツ、
アプリケーション、命令等を記憶するよう構成され得る。
【００７４】
　プロセッサ２０２は、いくつかの異なるやり方で実現され得て、例えば独立して実行す
るよう構成された１つ以上の処理装置を含み得る。ある好ましい非限定的な実施形態では
、このプロセッサ２０２は、命令の独立した実行、パイプライン処理、及び／又はマルチ
スレッディングを可能にするようにバスを介して並列に構成された１つ以上のプロセッサ
を含み得る。「処理回路」という語の使用は、装置の内部にあるシングルコアプロセッサ
、マルチコアプロセッサ、マルチプロセッサ、及び／又はリモートつまり「クラウド」プ
ロセッサを含むと理解されよう。
【００７５】
　ある好ましい非限定的な実施形態では、プロセッサ２０２は、メモリ２０４に記憶され
た又はそうでなければプロセッサ２０２にアクセス可能である命令を実行するよう構成さ
れ得る。ある好ましい非限定的な実施形態では、このプロセッサ２０２は、ハードコード
された機能群を実行するよう構成され得る。よってハードウェア又はソフトウェアのいず
れの方法によって構成されようとも、又はそれらの組み合わせによって構成されようとも
、プロセッサ２０２は、そのように構成されている間は、本発明の実施形態による操作を
実行することができるエンティティ（例えば回路として物理的に実現される）を表し得る
。代替として、他の例として、プロセッサ２０２がソフトウェア命令の実行者として実現
される時、これら命令は、命令が実行される時に、プロセッサ２０２がここに記載された
アルゴリズム及び／又は操作を実行するようにプロセッサを具体的に構成し得る。
【００７６】
　ある実施形態においては、装置２００は、入力／出力回路２０６を含み得て、これが今
度は、出力をユーザに提供するために、またある実施形態では、ユーザ入力の表示を受け
取るためにプロセッサ２０２と通信し得る。入力／出力回路２０６は、ユーザインタフェ
ースを備え得て、ディスプレイを含み得て、ウェブユーザインタフェース、モバイルアプ
リケーション、クライアントデバイス、キオスク等を備え得る。ある実施形態では、入力
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／出力回路２０６は、キーボード、マウス、ジョイスティック、タッチスクリーン、タッ
チエリア、ソフトキー、マイクロホン、スピーカ、又は他の入力／出力機構を含み得る。
プロセッサを備えるプロセッサ及び／又はユーザインタフェース回路は、プロセッサにア
クセス可能であるメモリ（例えばメモリ２０４及び／又はその他）上に記憶されたコンピ
ュータプログラム命令（例えばソフトウェア及び／又はファームウェア）を通して１つ以
上のユーザインタフェース要素の１つ以上の機能を制御するよう構成され得る。
【００７７】
　通信回路２０８は、装置２００と通信するネットワーク及び／又は任意の他のデバイス
、回路、又はモジュールから／へデータを受信及び／又は送信するよう構成される、ハー
ドウェアか、ハードウェア及びソフトウェアの組み合わせかのいずれかで実現されるデバ
イス又は回路のような任意の手段であり得る。この点で、通信回路２０８は、例えば、有
線又は無線の通信ネットワークとの通信を可能にするネットワークインタフェースを含み
得る。例えば、通信回路２０８は、１つ以上のネットワークインタフェースカード、アン
テナ、バス、スイッチ、ルータ、モデム、及びサポートするハードウェア及び／又はソフ
トウェア、又はネットワークを介した通信を可能にするのに適切な任意の他のデバイスを
含み得る。追加として又は代替として、通信回路２０８は、アンテナ／アンテナ群を介し
た信号の送信を行うために、又はアンテナ／アンテナ群を介して受け取られた信号の受信
を扱うために、アンテナ／アンテナ群と相互作用する回路を含み得る。
【００７８】
　メッセージ増幅器回路２１０は、データベースシャード（群）に基づいて、１つ以上の
クライアントデバイスから他のクライアントデバイスに受け取られた電子メッセージ及び
関連付けられたメタデータをコピー及び増幅するよう構成されたハードウェアを含む。メ
ッセージ増幅器回路２１０は、これらアクションを実行するために、プロセッサ２０２の
ような処理回路を利用し得る。しかし実施形態によっては、メッセージ増幅器回路２１０
は、ここで記載された機能を実行するための別個のプロセッサ、特別に構成されたフィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、又は特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
を含んでもよいことが理解されるべきである。メッセージ増幅器回路２１０は、これら計
画された機能を実現するためのハードウェア又はソフトウェアのいずれかによって構築さ
れた装置のハードウェアコンポーネントを用いて実現され得る。
【００７９】
　ここで記載された情報のうちの全部又は一部は、装置２００の１つ以上のコンポーネン
トによって受け取られた、生成された及び／又は維持されたデータに基づき得ることにも
注意されたい。ある実施形態では、１つ以上の外部システム（リモートクラウドコンピュ
ーティング及び／又はデータストレージシステムのような）が活用されることによって、
ここで説明された機能のうちの少なくとも一部を提供し得る。
【００８０】
　ネットワークアプリケーションサーバ１０９は、図３に示される装置３００のような１
つ以上の計算システムによって実現され得る。装置３００は、プロセッサ３０１、メモリ
３０３、入力／出力回路３０５、通信回路３０７、データベース回路３０９、インタフェ
ース生成回路３１１、及び参照テーブル生成回路３１３を含み得る。装置３００は、図１
について上で説明した操作を実行し、図４－７について下で説明される操作を実行するよ
う構成され得る。これらコンポーネント３０１－３１３は、機能的限定について説明され
るが、特定の実現例は、必然的に特定のハードウェアの使用を含むことが理解されるべき
である。これらコンポーネント３０１－３１３は、同様の又は共通のハードウェアを含み
得ることも理解されるべきである。例えば、回路の２つのセットは、同じプロセッサ、ネ
ットワークインタフェース、記憶媒体等の使用を活用してそれらに関連付けられた機能を
実行することによって、回路群のそれぞれのセットについて重複するハードウェアが要求
されないようにし得る。
【００８１】
　ある実施形態では、プロセッサ３０１（及び／又はコプロセッサ又はプロセッサを補助
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する又はその他のやり方でプロセッサに関連付けられた任意の他の処理回路）は、装置の
コンポーネントの間で情報を流すためにバスを介してメモリ３０３と通信し得る。メモリ
３０３は、非一時的であり、例えば、１つ以上の揮発性及び／又は不揮発性メモリを含み
得る。換言すれば、例えば、メモリ３０３は、電子記憶装置（例えばコンピュータ読み取
り可能な記憶媒体）であり得る。メモリ３０３は、装置３００が本発明の例示的実施形態
に従ってさまざまな機能を実行できるようにするために、情報、データ、コンテンツ、ア
プリケーション、命令等を記憶するよう構成され得る。
【００８２】
　プロセッサ３０１は、いくつかの異なるやり方で実現され得て、例えば、独立して実行
するよう構成された１つ以上の処理装置を含み得る。ある好ましい非限定的な実施形態で
は、プロセッサ３０１は、命令の独立した実行、パイプライニング、及び／又はマルチス
レッディングを可能にするために、バスを介して縦列に構成された１つ以上のプロセッサ
を含み得る。
【００８３】
　ある好ましい非限定的な実施形態では、プロセッサ３０１は、メモリ３０３に記憶され
た又はそうでなければプロセッサにアクセス可能である命令を実行するよう構成され得る
。ある好ましい非限定的な実施形態では、プロセッサ３０１は、ハードコードされた機能
を実行するよう構成され得る。よってハードウェア又はソフトウェアのいずれの方法によ
って構成されようとも、又はそれらの組み合わせによって構成されようとも、プロセッサ
３０１は、そのように構成されている間は、本発明の実施形態による操作を実行すること
ができるエンティティ（例えば回路として物理的に実現される）を表し得る。代替として
、他の例として、プロセッサ３０１がソフトウェア命令の実行者として実現される時、こ
れら命令は、命令が実行される時に、プロセッサがここに記載されたアルゴリズム及び／
又は操作を実行するようにプロセッサを具体的に構成し得る。
【００８４】
　ある実施形態においては、装置３００は、入力／出力回路３０５を含み得て、これが今
度は、出力をユーザに提供するために、またある実施形態では、ユーザ入力の表示を受け
取るためにプロセッサ３０１と通信し得る。入力／出力回路３０５は、ユーザインタフェ
ースを備え得て、ディスプレイを含み得て、ウェブユーザインタフェース、モバイルアプ
リケーション、クライアントデバイス、キオスク等を備え得る。ある実施形態では、入力
／出力回路３０５は、キーボード、マウス、ジョイスティック、タッチスクリーン、タッ
チエリア、ソフトキー、マイクロホン、スピーカ、又は他の入力／出力機構を含み得る。
【００８５】
　通信回路３０７は、装置３００と通信するネットワーク及び／又は任意の他のデバイス
、回路、又はモジュールから／へデータを受信及び／又は送信するよう構成される、ハー
ドウェアか、ハードウェア及びソフトウェアの組み合わせかのいずれかで実現されるデバ
イス又は回路のような任意の手段であり得る。この点で、通信回路３０７は、例えば、有
線又は無線の通信ネットワークとの通信を可能にするネットワークインタフェースを含み
得る。例えば、通信回路３０７は、１つ以上のネットワークインタフェースカード、アン
テナ、バス、スイッチ、ルータ、モデム、及びサポートするハードウェア及び／又はソフ
トウェア、又はネットワークを介した通信を可能にするのに適切な任意の他のデバイスを
含み得る。追加として又は代替として、通信回路３０７は、アンテナ／アンテナ群を介し
た信号の送信を行うために、又はアンテナ／アンテナ群を介して受け取られた信号の受信
を扱うために、アンテナ／アンテナ群と相互作用する回路を含み得る。
【００８６】
　データベース回路３０９は、データベースシャード１１３Ａ－１１３Ｎ及びメインデー
タベース１１１を含む１つ以上のネットワークデータベースを管理するよう構成されたハ
ードウェアを含む。データベース回路３０９は、これらのアクションを実行するためにプ
ロセッサ３０１のような処理回路を利用し得る。データベース回路３０９は、インタフェ
ース生成回路３１１及び参照テーブル生成回路３１３にデータを送信し得る。ある好まし
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い非限定的な実施形態では、送信されたデータは、１つ以上のデータベースシャード１１
３Ａ－１１３Ｎに関連付けられ得る。
【００８７】
　ある実施形態では、データベース回路３０９は、別個のプロセッサ、特別に構成された
フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、又は特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）を含み得る。ある実現例では、以下に説明される参照テーブル生成回路３１３及び
インタフェース生成回路３１１は、データベース回路３０９に属するサブ回路であり得る
。データベース回路３０９は、ここで説明される機能を実現するハードウェア又はソフト
ウェアのいずれかによって構成される装置のハードウェアコンポーネントを用いて実現さ
れ得る。
【００８８】
　参照テーブル生成回路３１３は、メインデータベース１１１に記憶されたシャード参照
テーブルを生成及び更新するよう構成されたハードウェアを含む。参照テーブル生成回路
３１３は、これらアクションを実行するためにプロセッサ３０１のような処理回路を利用
し得る。しかし、ある実施形態では、参照テーブル生成回路３１３は、ここで説明される
機能を実行するための別個のプロセッサ、特別に構成されたフィールドプログラマブルゲ
ートアレイ（ＦＰＧＡ）、又は特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を含み得ることも理解
されなければならない。参照テーブル生成回路３１３は、これら計画された機能を実現す
るハードウェア又はソフトウェアのいずれかによって構成される装置のハードウェアコン
ポーネントを用いて実現され得る。
【００８９】
　インタフェース生成回路３１１は、クライアントデバイス１０１Ａ－１０１Ｎのための
コミュニケーションチャンネルインタフェースを生成するよう構成されたハードウェアを
含む。インタフェース生成回路３１１は、これらアクションを実行するためにプロセッサ
３０１のような処理回路を利用し得る。しかし、ある実施形態では、インタフェース生成
回路３１１は、ここで説明される機能を実行するための別個のプロセッサ、特別に構成さ
れたフィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、又は特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）を含み得ることも理解されなければならない。インタフェース生成回路３１１
は、これら計画された機能を実現するハードウェア又はソフトウェアのいずれかによって
構成される装置のハードウェアコンポーネントを用いて実現され得る。
【００９０】
　ここで説明される情報の全て又は一部は、装置３００の１つ以上のコンポーネントによ
って受け取られる、生成される、及び／又は維持されるデータに基づき得ることにも注意
されたい。ある実施形態では、ここで説明される機能の少なくとも一部を提供するために
、１つ以上の外部システム（リモートクラウド計算及び／又はデータ記憶システムのよう
な）も活用され得る。
【００９１】
　「回路」という語は、ハードウェア、及び実施形態によっては、そのハードウェアを設
定するためのソフトウェアを含むように広く理解されるべきである。装置のコンポーネン
トについて、ここで用いられる「回路」という語は、したがって、ここで説明される特定
の回路に関連付けられた機能を実行するように構成された特定のハードウェアを含むよう
に理解されるべきである。例えば、ある実施形態によっては、「回路」は、処理回路、記
憶媒体、ネットワークインタフェース、入力／出力装置等を含み得る。ある実施形態では
、装置２００の他の要素は、特定の回路の機能を提供又は補完し得る。例えば、プロセッ
サ２０２は、処理機能を提供し得て、メモリ２０４は、記憶機能を提供し得て、通信回路
２０８は、ネットワークインタフェース機能を提供し得る等である。同様に、装置３００
の他の要素は、特定の回路の機能を提供又は補充し得る。例えば、プロセッサ３０１は、
処理機能を提供し得て、メモリ３０３は、記憶機能を提供し得て、通信回路３０７は、ネ
ットワークインタフェース機能を提供し得る等である。
【００９２】
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　理解されるように、任意のそのようなコンピュータプログラム命令及び／又は他のタイ
プのコードは、コンピュータ、プロセッサ、又は他のプログラム可能な装置の回路の上に
ロードされることによって機械を作り得て、それによってそのコードを当該機械上で実行
するコンピュータ、プロセッサ、又は他のプログラム可能な回路が、ここで説明されるも
のを含むさまざまな機能を実現する手段を作る。
【００９３】
　上に説明されたように、及び本開示に基づいて理解されるように、本発明の実施形態は
、方法、モバイルデバイス、バックエンドネットワークデバイス等として構成され得る。
したがって実施形態は、ハードウェアだけを含む、又はソフトウェア及びハードウェアの
任意の組み合わせを含むさまざまな手段を備え得る。さらに、実施形態は、記憶媒体内に
実現されたコンピュータ読み取り可能なプログラム命令（例えばコンピュータソフトウェ
ア）を有する、少なくとも１つの非一時的コンピュータ読み取り可能な記憶媒体上のコン
ピュータプログラム製品の形態をとり得る。任意の適切なコンピュータ読み取り可能な記
憶媒体は、非一時的ハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュメモリ、光学記憶デバイ
ス、又は磁気記憶デバイスを含むようにして利用され得る。
【００９４】
　外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを生成する例示的データフロー
　図４，５，６，及び７は、共有されたコミュニケーションチャンネル生成クエリのイニ
シエータ及びターゲットがグループの管理者であるかに基づいて、外部と共有されるコミ
ュニケーションチャンネルを生成することにおける、１つ以上のクライアントデバイス１
０１Ａ－１０１Ｎ及びグループベースコミュニケーションプラットフォーム１０５の間の
さまざまな相互作用を示す。
【００９５】
　「管理者」という語は、コミュニケーションチャンネルを管理し、さまざまなメンテナ
ンスタスクに関して他のサブスクライバの代わりに決断を行う権限を有するコミュニケー
ションチャンネルのサブスクライバを表す。例えば、グループ管理者は、そのコミュニケ
ーションチャンネルを「パブリック」又は「プライベート」のいずれかに設定する権限を
有し得る。他の例として、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを作る要求を
受け取る時、グループ管理者だけが、そのグループの代わりにその要求を承認する権限を
有する。ある実施形態では、システムは、そのユーザがグループのメンバであるかを示す
ために、ユーザに関連付けられたデータに対してフラグを用いる。
【００９６】
　図４を参照すると、プロセス４００は、グループＡの非管理者が共有されたコミュニケ
ーションチャンネルを作る要求をグループＢの非管理者をターゲットとして送信するとき
に、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを生成する例示的プロセスを示す。
【００９７】
　プロセス４００は、ステップ４０２において開始し、ここでグループＡの非管理者は、
外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを作る要求を送信する。ステップ４０４
において、システムは、グループＡの非管理者のための招待を自動的に作成し、その招待
をグループＢの非管理者と共有する。ここで、招待は、外部と共有されるコミュニケーシ
ョンチャンネルを作成する要求の電子表示である。例えば、招待は、要求の詳細を含むウ
ェブページへリンクするユニフォームリソースロケータ（ＵＲＬ）の形態を取り得る。あ
る実施形態では、このＵＲＬは、ＵＲＬリンクが送信されてから所定の時間量が経過した
後で、無効になり得る。例えば、ユーザは、そのＵＲＬが送信から２４時間後に無効にな
るよう設定し得る。
【００９８】
　ステップ４０６において、グループＢの非管理者は招待を受け取る。ステップ４０８に
おいて、グループＢの非管理者は、チャンネルを追加するかについての初期決定を行う。
もしグループＢの非管理者がチャンネルを追加しないと決定するなら、ステップ４１０に
おいてグループＡの非管理者は、要求が拒否されたという電子表示を受け取る。
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【００９９】
　もしグループＢの非管理者がチャンネルを追加すると決定するなら、システムは、外部
と共有されるコミュニケーションチャンネルを作成する要求を、それぞれステップ４１２
及び４１４においてグループＡの管理者及びグループＢの管理者に自動的に転送する。も
しステップ４１６においてグループＡの管理者が要求を承認しないなら、ステップ４２０
においてグループＡ及びグループＢの非管理者は、要求が拒否されたという電子表示を受
け取る。同様に、ステップ４１８において、もしグループＢの管理者がその要求を承認し
ないなら、ステップ４２０においてグループＡ及びグループＢの非管理者は、要求が拒否
されたという電子表示を受け取る。
【０１００】
　グループＡの管理者及びグループＢの管理者の両方が要求を承認するときは、システム
は、ステップ４２２における、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルの作成に
進む。
【０１０１】
　図５をここで参照して、プロセス５００は、グループＡの非管理者が、共有されたコミ
ュニケーションチャンネルを作成する要求をグループＢの管理者をターゲットとして送信
するときの、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを作成する例示的プロセス
を示す。
【０１０２】
　プロセス５００は、ステップ５０１において開始し、ここでグループＡの非管理者は、
外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを作成する要求を送信する。システムは
、ステップ５０３において、グループＡの非管理者のための招待を自動的に作成し、その
招待をグループＢの管理者と共有する。
【０１０３】
　グループＢの管理者と招待を共有すると、ステップ５０５において、システムは、承認
のための要求を自動的に生成する。それからグループＢの管理者は、ステップ５０７にお
いて、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを作成する要求を承認するかを決
定する。もしグループＢの管理者が要求を承認しないなら、ステップ５０９において、グ
ループＡの非管理者は、要求が拒否された電子表示を受け取る。
【０１０４】
　もしグループＢの管理者が要求を承認するなら、ステップ５１１において、システムは
、要求をグループＡの管理者に自動的に転送する。もしグループＡの管理者がステップ５
１３において要求を承認しないなら、ステップ５１５において、グループＢの管理者及び
非管理者の両方が、要求が拒否されたという電子表示を受け取る。
【０１０５】
　もしグループＡの管理者がステップ５１３において要求を承認するなら、システムは、
ステップ５１７において、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルの作成に進む
。
【０１０６】
　ここで図６を参照すると、プロセス６００は、グループＡの管理者が共有されたコミュ
ニケーションチャンネルを作成する要求を、グループＢの非管理者をターゲットとして送
信するときに、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを生成する例示的プロセ
スを示す。
【０１０７】
　プロセス６００は、ステップ６０２で開始し、ここでグループＡの管理者は、外部と共
有されるコミュニケーションチャンネルを作成する要求を送信する。システムは、ステッ
プ６０４において、グループＡの管理者への招待を自動で作成し、この招待をグループＢ
の非管理者と共有する。
【０１０８】
　グループＢの非管理者は、ステップ６０６において招待を受け取る。ステップ６０８に
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おいて、グループＢの非管理者は、チャンネルを追加するかについての初期決定を行う。
もしグループＢの非管理者がチャンネルを追加しないと決定するなら、グループＡの管理
者は、ステップ６１０において、要求が拒否されたという電子表示を受け取る。
【０１０９】
　もしグループＢの非管理者がチャンネルを追加することを決定するなら、システムは、
外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを作成する要求を、グループＡの管理者
及びグループＢの管理者にそれぞれステップ６１２及び６１４で自動的に転送する。もし
グループＡの管理者がステップ６１６において要求を承認しないと決定するなら、グルー
プＢの非管理者は、ステップ６２０において、要求が拒否されたという電子表示を受け取
る。同様に、もしグループＢの管理者がステップ６１８において要求を承認しないなら、
グループＢの非管理者は、ステップ６２０において要求が拒否されたという電子表示を受
け取る。
【０１１０】
　グループＡの管理者及びグループＢの管理者の両方が要求を承認するとき、システムは
、ステップ６２２において、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルの作成に進
む。
【０１１１】
　ここで図７を参照すると、プロセス７００は、グループＡの管理者が、共有されるコミ
ュニケーションチャンネルを作成する要求を、グループＢの管理者をターゲットとして送
信するときの、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルを生成する例示的プロセ
スを示す。
【０１１２】
　プロセス７００は、ステップ７０１で開始し、ここでグループＡの管理者は、外部と共
有されるコミュニケーションチャンネルを作成する要求を送信する。システムは、ステッ
プ７０３において、グループＡの管理者に対する招待を自動的に作成し、この招待をグル
ープＢの管理者と共有する。
【０１１３】
　グループＢの管理者と招待を共有すると、システムは、ステップ７０５において、承認
の要求を自動的に生成する。グループＢの管理者は、ステップ７０７において、外部と共
有されるコミュニケーションチャンネルを作成する要求を承認するかをそれから決定する
。もしグループＢの管理者が要求を承認しないなら、グループＡの管理者は、ステップ７
０９において、要求が拒否されたという電子表示を受け取る。
【０１１４】
　もしグループＢの管理者が要求を承認するなら、システムは、ステップ７１１において
、要求をグループＡの管理者に自動的に転送する。もしグループＡの管理者がステップ７
１３において要求を承認しないなら、グループＢの管理者は、ステップ７１５において、
要求が拒否されたという電子表示を受け取る。もしグループＡの管理者が要求を承認する
なら、システムは、ステップ７１７において、外部と共有されるコミュニケーションチャ
ンネルの作成へと進む。
【０１１５】
　外部と共有されるコミュニケーションチャンネルについての例示的実現例
　図８Ａ、８Ｂ、８Ｃ、及び８Ｄは、本発明のある実施形態に従った例示的コミュニケー
ションチャンネルインタフェースのさまざまな要素を示す。
【０１１６】
　ここで図８Ａを参照すると、例示的コミュニケーションチャンネルインタフェース８０
０Ａが示される。コミュニケーションチャンネルインタフェース８００Ａは、ユーザ名ボ
ックス８０２を含み、これは、コミュニケーションチャンネルインタフェース８００Ａに
関連付けられた現在のユーザアカウントを示す。
【０１１７】
　コミュニケーションチャンネルインタフェース８００Ａは、チャンネルリストペインも
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含み得て、これは外部と共有されるコミュニケーションチャンネルリストサブペイン８０
４を含み得る。外部と共有されるコミュニケーションチャンネルリストサブペイン８０４
は、ユーザが素早く簡単に、ユーザがサブスクライブしている全ての外部と共有されるコ
ミュニケーションチャンネルをナビゲートできるようにする。例えば、図８Ａに示される
ように、ユーザTonyは、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルＣ１、Ｃ２、Ｃ
３、及びＣ４をサブスクライブしており、これらは、それぞれのチャンネル名の右にある
重なる正方形のシンボルによって示されている。それぞれのグループは、外部と共有され
るコミュニケーションチャンネルリストサブペイン８０４における外部と共有されるコミ
ュニケーションチャンネルの名前についてその基本設定を設定し得る。
【０１１８】
　コミュニケーションチャンネルインタフェース８００Ａのチャンネルリストペインは、
内部で共有されるコミュニケーションチャンネルリストサブペイン８０６をさらに含み得
て、これは、ユーザがサブスクライブしている全ての内部で共有されるコミュニケーショ
ンチャンネルをリストにする。外部と共有されるコミュニケーションチャンネルリストサ
ブペイン８０４でリストされているものとは対照的に、内部で共有されるコミュニケーシ
ョンチャンネルリストサブペイン８０６中の全てのチャンネルは、その同じグループ又は
組織内の他のユーザと共有される。
【０１１９】
　外部と共有されるコミュニケーションチャンネルリストサブペイン８０４又は内部で共
有されるコミュニケーションチャンネルリストサブペイン８０６におけるチャンネルは、
プライベートチャンネル又はパブリックチャンネルであり得る。チャンネルの状態は、チ
ャンネル名の左にあるアイコンによって示され得る。例えば、図８Ａの内部で共有される
コミュニケーションチャンネルリストサブペイン８０６に示されるように、チャンネルＣ
５及びＣ６は、その名前の隣にシャープマークをそれぞれ有し、これは、それらがパブリ
ックチャンネルであることを示し、チャンネルＣ７及びＣ８は、その名前の隣に鍵マーク
をそれぞれ有し、これは、それらがプライベートチャンネルであることを示す。
【０１２０】
　コミュニケーションチャンネルインタフェース８００Ａは、チャンネルタイトルボック
ス８１０及びダイレクトメッセージペイン８０８をさらに含む。ダイレクトメッセージペ
イン８０８は、ユーザとして同じチャンネルを共有する全てのメンバをリストにする。例
えば、図８Ａのダイレクトメッセージペイン８０８に示されるように、ユーザは、同じチ
ャンネルＣ１をユーザとして共有するBeth又はCarlにダイレクトメッセージを送信し得る
。ダイレクトメッセージペイン８０８に関連して、コミュニケーションチャンネルインタ
フェース８００Ａは、フレックスペイン８１６をさらに含み得て、これは、グループのメ
ンバディレクトリのような情報を表示し得る。メンバディレクトリは、フレックスペイン
８１６を通じて、ブラウズ時に表示可能であり、検索可能であり、かつフィルタ可能であ
り得る。
【０１２１】
　ある実施形態では、メンバディレクトリの表示は、保存設定に基づいて決定され得る。
保存設定は、どのアプリケーションがそのチャンネルにインストールされるか、どのフィ
ーチャーがそのチャンネルについてイネーブルされるか、及びどのユーザがチャンネルを
制御することを許可されるかについての他の基本設定をさらに決定し得る。
【０１２２】
　加えて、コミュニケーションチャンネルインタフェース８００Ａは、チャンネルメッセ
ージングペイン８１２を含み、これは、そのコミュニケーションチャンネルに関連付けら
れたテキスト、画像、及び他の履歴データを表示する。ある実施形態では、履歴データは
、ユーザがチャンネルに参加又は退出する時、アプリケーションがインストールされ又は
チャンネルから除去される時のようなメンバーシップに対する変更を含み得る。
【０１２３】
　ある実施形態では、チャンネルメッセージングペイン８１２における、あるコンテンツ
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の閲覧特権設定（viewing privilege settings）（すなわち、だれがこれらコンテンツを
見てもよいか）は、そのユーザに特定のものであり得て、パブリックビューからは隠され
る。例えば、ユーザが、アプリケーション又はボットとプライベートに相互作用するコマ
ンドを用いるとき、そのようなアクティビティは、パブリックによる閲覧からは隠され得
る。ユーザは、そのようなアクティビティがパブリック（public）によって閲覧可能であ
る（viewable）ようにも選択し得る。
【０１２４】
　ある実施形態では、閲覧特権設定は、チーム及び／又はそのチームにインストールされ
たアプリケーションに特定のものであり得る。例えば、組織ＸからのTonyがコマンドを使
いたいとき、そのコマンドメニューは、組織Ｘにインストールされているアプリケーショ
ンからのコマンドだけを見せる。
【０１２５】
　ユーザは、チャンネル入力ボックス８１４を用いて、コミュニケーションチャンネルに
寄与し得て、これは、チャンネルメッセージングペイン８１２に表示される。チャンネル
入力ボックス８１４は、オートコンプリート機能を提供し得て、これは、チャンネル入力
ボックス８１４は、チャンネル入力ボックス８１４におけるユーザ名、チャンネル名、及
びユーザタイプのような他の情報を自動的に認識する。ある実施形態では、オートコンプ
リートボットは、アプリケーションの名前も認識し得て、他のボットは、チャンネルとさ
らに相互作用をし得る。チャンネル入力ボックス８１４は、ユーザが外部と共有されるコ
ミュニケーションチャンネルの中にいるときに、彼又は彼女が投稿したいかなる情報も他
のグループ又は組織のメンバによって閲覧され得ることをユーザに対して警告するメッセ
ージ入力警告も提供し得る。図８Ｂをここで参照して、例示的ユーザアイコン８００Ｂが
示される。ユーザアイコン８００Ｂは、ユーザアバター８０１及びグループアイコン８０
３を含み得る。ユーザアバター８０１は、ユーザのアイデンティティを示し得て、グルー
プアイコン８０３は、ユーザが関連付けられているグループを示し得る。ある好ましい非
限定的な実施形態では、ユーザアバター８０１は、７２画素×７２画素のサイズで、４画
素の丸コーナーを有し得る。グループアイコン８０３は、２２画素×２２画素のサイズで
、４画素の丸コーナー、１画素の内側ボーダー、及び３画素の外側ボーダーを有し得る。
【０１２６】
　図８Ｃをここで参照して、例示的コミュニケーションチャンネルインタフェース８００
Ｃが示される。コミュニケーションチャンネルインタフェース８００Ｃは、グループメン
バプロフィールカード８１８を含み得て、これは、グループメンバのプロフィール写真８
２０、グループＩＤボックス８２２及び機能ボタン８２４をさらに含み得る。グループＩ
Ｄボックス８２２は、グループメンバが関連付けられているグループの名前のような情報
を含み得る。機能ボタン８２４は、ダイレクトメッセージをグループメンバに送信するよ
うな、ユーザがさまざまな機能を実行することを可能にし得る。
【０１２７】
　図８Ｄをここで参照して、ユーザインタフェース８００Ｄは、グループメンバとのダイ
レクトメッセージングのための例示的インタフェースを示す。ユーザインタフェース８０
０Ｄは、メンバ名ボックス８１０’を含み得て、これは、そのユーザがダイレクトメッセ
ージングをしているグループメンバの名前を示す。コミュニケーションペイン８１２’は
、ユーザとグループメンバとの間のダイレクトメッセージング履歴を示す。ユーザインタ
フェース８００Ｄは、ダイレクトメッセージプロフィールペイン８２６をさらに含み得て
、これは、ユーザ情報セクション８２８及び関連する情報セクション８３０を含み得る。
ダイレクトメッセージプロフィールペイン８２６は、ユーザが、ユーザがダイレクトメッ
セージングをしているグループメンバについての基本情報を素早く容易に認識できるよう
にする。
【０１２８】
　本発明の実施形態を実現する例示的アプリケーションプログラミングインタフェース（
ＡＰＩ）設計
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　ある実施形態では、本発明の実施形態に従って構成されたシステムは、外部と共有され
るコミュニケーションチャンネルにおけるアプリケーション及びボットの構成可能性（co
nfigurability）を実現するアプリケーションプログラミングインタフェース（ＡＰＩ）
を提供し得る。
【０１２９】
　既存のシステムは、技術的制限に悩まされている。例えば、ある既存のシステムは、外
部と共有されるコミュニケーションチャンネルにおけるメンバチームをロールアップする
（roll up）ことができず、一方で他のシステムは、グループベースコミュニケーション
チャンネルが同じシャードに記憶されていないユーザにはイベントを発信（emit）できな
い。
【０１３０】
　本発明のさまざまな実施形態は、既存のシステムに対する技術的改良を提供する。上述
のように、共有されたコミュニケーションチャンネルシャードは、外部と共有されるコミ
ュニケーションチャンネルに関連付けられたデータを記憶するよう生成され得る。本発明
のある実施形態では、イベントサブスクリプションテーブル（例えば「event_subscripti
ons_types」）が共有されたコミュニケーションチャンネルシャードに記憶され得る。イ
ベントサブスクリプションテーブルは、イベントを外部と共有されるコミュニケーション
チャンネルにおけるメンバに発信するかに関する情報を記憶する。上述の技術的困難を解
決するために、イベントサブスクリプションテーブルは、「resource_id」カラム及び「r
esource_type」カラムを含むように更新され得る。「resource_id」カラムは、リソース
（例えばイベント）のＩＤを記憶し、「resource_type」カラムは、リソースのタイプ（
例えばそのグループベースコミュニケーションチャンネルが異なるシャードに記憶されて
いるチームによって、イベントがサブスクライブされているか）を特定する。これら２つ
のカラムを利用することによって、本発明の実施形態は、グループベースコミュニケーシ
ョンチャンネルにインストールされたアプリケーションのための連結されたイベントレジ
ストレーション情報をどこにどのように記憶するの問題を解決する。「TonyからFrank」
の例から続けると、外部と共有されるコミュニケーションチャンネルは、「resource_typ
e」カラム及び「resource_id」カラムを利用して、組織Ｘ及び／又は組織Ｙが特定のリソ
ース（すなわちイベント）をサブスクライブしているかに関する情報を記憶し得る。
【０１３１】
　下のプログラミングコードは、「resrouce_type」及び「resrouce_id」カラムを含むよ
うに「event_subscriptions_types」テーブルを変更することを提供する。
ALTER TABLE event_subscriptions_types ADD COLUMN resource_type varchar(25) NOT N
ULL AFTER team_id
ALTER TABLE event_subscriptions_types ADD COLUMN resource_id bigint(20) UNSIGNED
 NOT NULL AFTER resource_type
ALTER TABLE event_subscriptions_types ADD COLUMN ext_team_id bigint(20) UNSIGNED
 NOT NULL AFTER team_id
ALTER TABLE event_subscriptions_types DROP PRIMARY KEY, ADD PRIMARY KEY event_su
bscription_id, team_id, event_type, resource_type, resource_id)
　本発明のある実施形態では、「channel_id」カラム及び「event_subscription_id」カ
ラムは、「event_subscriptions_types」テーブルに追加され得る。「channel_id」カラ
ムは、グループベースコミュニケーションチャンネルを特定し、「event_subscription_i
d」は、それぞれのグループベースコミュニケーションチャンネルがサブスクライブされ
ているイベントを特定する。「TonyからFrank」の例から続けると、「channel_id」カラ
ム及び「event_subscription_id」カラムは、組織Ｘ及び組織Ｙのそれぞれがどのイベン
トにサブスクライブしているかに関する情報を記憶する。
【０１３２】
　さらに、本発明のある実施形態は、「event_subscriptions_ext_shared」のような共有
されたコミュニケーションチャンネルシャード内に新しいテーブルも作成することによっ
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て、それぞれのチームについてのイベントサブスクリプション情報を別個に記憶し得る。
下のプログラミングコードは、「event_subscriptions_ext_shared」テーブルの作成を行
う。
CREATE TABLE ‘event_subscriptions_ext_shared’ (
‘subscription_team_id’ bigint(20) UNSIGNED NOT NULL,
‘channel_id’ bigint(20) UNSIGNED NOT NULL,
‘api_app_id’ bigint(20) UNSIGNED NOT NULL,
‘event_type’ varchar(255) NOT NULL
PRIMARY KEY (‘subscription_t_team_id’, ‘channel_id’, ‘event_type’)
) ENGINE=InnoDB DEFAULT CHARSET=utf8mb4;
　追加の実装の詳細
　例示的処理システムは図２及び３において記載されてきたが、ここで記載されている本
主題及び機能的動作の実装は、本明細書において開示された構造及びそれらの構造的等価
物を含む、他のタイプのデジタル電子回路において、又はコンピュータソフトウェア、フ
ァームウェア、又はハードウェアにおいて、又はそれらの１つ以上の組合せにおいて、実
現化され得る。
【０１３３】
　ここで記載された主題の実施形態及び動作は、本明細書において開示された構造及びそ
れらの構造的等価物を含む、デジタル電子回路において、又はコンピュータソフトウェア
、ファームウェア、又はハードウェアにおいて、又はそれらの１つ以上の組合せにおいて
、実現化され得る。ここで記載された主題の実施形態は、情報／データ処理装置による実
行のために、又は情報／データ処理装置の動作を制御するために、コンピュータ読み取り
可能な記憶媒体上にエンコードされた、１つ以上のコンピュータプログラム、すなわちコ
ンピュータプログラム命令の１つ以上のモジュールとして実現化され得る。代替として、
又は追加として、プログラム命令は、人工的に生成され搬送される信号、例えば機械生成
された電気的、光学的、又は電磁的信号の上にエンコードされ得て、そのような信号は、
情報／データ処理装置による実行のために適切な受信機装置への送信のために情報／デー
タをエンコードするために生成されている。コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、コ
ンピュータ読み取り可能な記憶装置、コンピュータ読み取り可能な記憶基板、ランダム又
はシリアルアクセスメモリアレイ又はデバイス、又はそれらの１つ以上の組合せであり得
るか、又はそれらに含まれ得る。さらに、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、搬送
される信号ではない一方で、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、人工的に生成され
た搬送される信号中にエンコードされたコンピュータプログラム命令のソース又は宛先で
あり得る。コンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、１つ以上の別個の物理的要素又は媒
体（例えば複数のＣＤ、ディスク、又は他の記憶装置）であり得て、又はそれに含まれ得
る。
【０１３４】
　ここで記載された動作は、１つ以上のコンピュータ読み取り可能な記憶装置上に記憶さ
れた、又は他のソースから受信された情報／データに対して、情報／データ処理装置によ
って実行される動作として実現化され得る。
【０１３５】
　「データ処理装置」という語は、例示として、プログラム可能なプロセッサ、コンピュ
ータ、システムオンチップ、又は複数のプロセッサ、又は前記の組合せを含む、データを
処理する全ての種類の装置、デバイス、及び機械を包含する。装置は、例えば、ＦＰＧＡ
（フィールドプログラマブルゲートアレイ）又はＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）のよ
うな専用の論理回路を含み得る。この装置は、ハードウェアに加えて、対象となるコンピ
ュータプログラムのための実行環境を作るコード、例えば、プロセッサのファームウェア
、プロトコルスタック、データベース管理システム、オペレーティングシステム、クロス
プラットフォームランタイム環境、仮想機械、又はこれらの１つ以上の組合せも含み得る
。この装置及び実行環境は、ウェブサービス、分散化コンピューティング、及びグリッド
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コンピューティングインフラストラクチャのような、さまざまな異なるコンピューティン
グモデルインフラストラクチャを実現し得る。
【０１３６】
　コンピュータプログラム（プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケーション
、スクリプト、又はコードとしても知られている）は、コンパイラ型言語又はインタープ
リタ型言語、宣言型言語又は手続き型言語、を含む任意の形態のプログラミング言語で記
述され得て、それは、スタンドアローンプログラムとして、又はモジュール、要素、サブ
ルーチン、オブジェクト、又はコンピューティング環境における使用に適した他のユニッ
トとしてのものを含む任意の形態に展開され得る。コンピュータプログラムは、そうであ
る必要はないが、ファイルシステム中のファイルに対応してもよい。プログラムは、他の
プログラム又は情報／データを保持するファイルの一部の中に（例えば、マークアップ言
語文書内に記憶された１つ以上のスクリプト）、当該プログラムの専用の単一のファイル
の中に、又は複数の連携されたファイルの中に（例えば、１つ以上のモジュール、サブプ
ログラム、又はコードの一部を記憶するファイル群）記憶され得る。コンピュータプログ
ラムは、１つのコンピュータ上で、又は１つのサイトに位置する又は複数のサイトにわた
って分散化され通信ネットワークによって相互接続されている複数のコンピュータ群上で
、実行されるように展開され得る。
【０１３７】
　ここで記載されている処理及びロジックフローは、入力情報／データに対して操作を行
い、出力を生成することによって、アクションを実行するために、１つ以上のコンピュー
タプログラムを実行する１つ以上のプログラム可能なプロセッサによって実行され得る。
コンピュータプログラムの実行に適したプロセッサは、例として、汎用及び特定用途向け
の両方のマイクロプロセッサ、及び任意の種類のデジタルコンピュータの任意の１つ以上
のプロセッサを含む。一般に、プロセッサは、リードオンリーメモリ又はランダムアクセ
スメモリ又はそれら両方から命令及び情報／データを受け取る。コンピュータの本質的な
要素は、命令に従ってアクションを実行するプロセッサ、及び命令及びデータを記憶する
１つ以上のメモリデバイスである。一般に、コンピュータは、情報／データをそれから受
け取る、又は情報／データをそれに転送する、又はそれら両方を行う、データを記憶する
１つ以上のマスストレージデバイス、例えば、磁気的、磁気光学的ディスク、又は光学デ
ィスクも含むか、又はそれに動作可能に結合される。しかし、コンピュータは、そのよう
なデバイスを有する必要はない。コンピュータプログラム命令及び情報／データを記憶す
るのに適するデバイスは、例として、半導体メモリデバイス、例えば、ＥＰＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ、及びフラッシュメモリデバイス、磁気ディスク、例えば、内部ハードディスク
又は取り外し可能なディスク、磁気光学ディスク、及びＣＤ　ＲＯＭ及びＤＶＤ－ＲＯＭ
ディスクを含む、全ての形態の不揮発性メモリ、媒体及びメモリデバイスを含む。プロセ
ッサ及びメモリは、特定用途向け論理回路によって補足され得て、又は、特定用途向け論
理回路の中に組み込まれ得る。
【０１３８】
　ユーザとの相互作用を提供するために、ここで記載された主題の実施形態は、情報／デ
ータをユーザに表示するディスプレイデバイス、例えばＣＲＴ（陰極線管）又はＬＣＤ（
液晶ディスプレイ）モニタ及びキーボード及びポインティングデバイス、例えばマウス又
はトラックボールを有するコンピュータ上で実現化され得て、キーボード及びポインティ
ングデバイスは、ユーザがコンピュータに入力を提供し得る。ユーザとの相互作用を提供
するために他の種類のデバイスも用いられ得て、例えば、ユーザに提供されるフィードバ
ックは、任意の形態の感覚的フィードバック、例えば、視覚的フィードバック、聴覚的フ
ィードバック、又は触覚的フィードバックであり得て、ユーザからの入力は、音響、音声
、又は触覚の入力を含む任意の形態で受け取られ得る。加えて、コンピュータは、ユーザ
によって用いられるデバイスへ文書を送り、及びそのようなデバイスから文書を受け取る
ことによって、ユーザと相互作用をし得る。例えば、ウェブブラウザから受け取られた要
求に応答して、ウェブページをユーザのクライアントデバイス上のウェブブラウザに送信



(37) JP 6911189 B2 2021.7.28

10

20

30

40

50

することによって、ユーザと相互作用をし得る。
【０１３９】
　ここで記載された主題の実施形態は、バックエンドのコンポーネントを、例えば情報／
データサーバとして含む、又はミドルウェアコンポーネントを含むサーバ、例えばアプリ
ケーションサーバ、又はフロントエンドコンポーネント、例えばそれによってここで開示
された主題の実現化によってユーザが相互作用できるグラフィカルユーザインタフェース
又はウェブブラウザを有するクライアントデバイスを含む、又は１つ以上のそのようなバ
ックエンド、ミドルウェア、又はフロントエンドコンポーネントの任意の組合せを含む、
コンピューティングシステムにおいて実現され得る。システムのコンポーネントは、デジ
タル情報／データ通信の任意の形態又は媒体、例えば通信ネットワークによって相互接続
され得る。通信ネットワークの例としては、ローカルエリアネットワーク（「ＬＡＮ」）
及びワイドエリアネットワーク（「ＷＡＮ」）、インターネットワーク（例えばインター
ネット）、及びピアツーピアネットワーク（例えばアドホックピアツーピアネットワーク
）が含まれる。
【０１４０】
　コンピューティングシステムは、クライアント及びサーバを含み得る。クライアント及
びサーバは、一般に互いに離れており、典型的には通信ネットワークを通して相互作用す
る。クライアント及びサーバの関係は、それぞれのコンピュータ上で走るコンピュータプ
ログラムによって、及び互いにクライアント・サーバ関係を有することによって、生じる
。ある実施形態では、サーバは、情報／データ（例えばＨＴＭＬページ）をクライアント
デバイスに送信する（例えばクライアントデバイスで情報／データを表示し、かつユーザ
の相互作用からユーザ入力を受け取るために）。クライアントデバイスにおいて生成され
た情報／データ（例えばユーザの相互作用の結果）は、クライアントデバイスからサーバ
において受け取られ得る。
【０１４１】
　本明細書は、多くの具体的な実現例についての詳細を含むが、これらは、任意の本発明
の、又はクレームされ得る内容の範囲に対する限定として解釈されるべきではなく、むし
ろ特定の本発明の特定の実施形態に特有の特徴についての記載として解釈されるべきであ
る。別個の実施形態群の文脈においてここで記載されているある特徴群は、単一の実施形
態において組み合わせられて実現され得る。逆に、単一の実施形態の文脈で記載されてい
るさまざまな特徴は、複数の実施形態において別個に、又は任意の適切なサブコンビネー
ションにおいて実現されてもよい。さらに、特徴は、ある組合せで機能するとして上では
記載され、出願当初においてはそのようにクレームされてさえいるが、クレームされた組
合せからの１つ以上の特徴は、場合によっては、その組合せから削除され得て、クレーム
された組合せは、サブコンビネーション又はサブコンビネーションの変化形に関するもの
であり得る。
【０１４２】
　同様に、操作は、特定の順序で図面において示されているが、これは、そうではないと
記載されない限り、所望の結果を達成するために、そのような操作が示された特定の順序
で、又は順次的なやり方で実行されること、又は全ての図示された操作が実行されること
を要求するものとしては理解されるべきではない。ある状況においては、マルチタスキン
グ及びパラレル処理が優位性を持ち得る。さらに上で記載された実施形態におけるさまざ
まなシステムコンポーネントの分離は、そのような分離を全ての実施形態において要求す
るものとしては理解されるべきではなく、記載されたプログラムコンポーネント及びシス
テムは、一般に、単一のソフトウェアプロダクトに互いに統合され、又は複数のソフトウ
ェアプロダクトにパッケージングされ得ることが理解されるべきである。
【０１４３】
　よって、本主題の特定の実施形態が記載されてきた。他の実施形態も以下の請求項の範
囲内である。場合によっては、請求項中で記載されたアクションは、異なる順序で実行さ
れ得るが、依然として、所望の結果を達成し得る。加えて、添付の図で示されたプロセス
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は、そうではないと記載されない限り、所望の結果を得るためには、示された特定の順序
、又は順次的なやり方であることを必ずしも要求しない。ある実施形態では、マルチタス
キング及びパラレル処理が優位性を用い得る。
【０１４４】
　結論
　多くの改変及び他の実施形態には、本発明が関連する技術における当業者なら、前述の
記載及び関連する図面において提示された教示を利用し、想到することができよう。した
がって、本発明は、開示された特定の実施形態に限定されるべきではなく、改変及び他の
実施形態は、添付の特許請求の範囲の範囲内に含まれるよう意図されていると理解される
べきである。ここでは特定の語が採用されているが、そうではないと記載されない限り、
それらは一般的な叙述的な意味で用いられているのに過ぎず、限定を目的としたものでは
ない。

【図１】 【図２】
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